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１ 実施概要 

調査対象 下野市在住の市民 3,000 名を無作為抽出 

調査方法 郵送配布・回収（Web フォームでの回答併用） 

実施時期 令和６年８月 13 日〜８月 30 日 

回収結果 1,082 票（回収率：36.1％） 

 

２ 調査結果概要 

（１）住みごごち 

下野市は「住みやすい（43.2％）」、「どちらかといえば住みやすい(40.6％)」で、合わせ

て 83.8％（前回調査 86.7％、前々回調査 83.9％）となっています。 

（２）現在の下野市の評価 

◇生活環境評価 

加重平均値の算出により上位となった項目を見ると、「病院・診療所などの医療サービス

が充実している（1.48）」が最も高く、次いで「自然災害などに対して安全性が高い（1.16）」

となっています。 

※ 前回上位：「医療サービスが充実している（1.45）」「災害安全性が高い（1.03）」 

（前々回調査では加重平均値の算出無） 

 

◇施策別満足度・重要度 

満足度、重要度とも１位にあるのは「医療体制」となっています。（前回調査満足度１位

「医療体制」・重要度１位「防犯」、前々回調査満足度１位「上水道の整備」・重要度１位

「防犯」） 

【加重平均算出値】 

順位 （満足度）  順位 （重要度）  

１ 医療体制 0.94  １ 医療体制 1.60  

２ 上水道の整備 0.64  ２ 防犯 1.45  

３ 下水道の整備 0.64  ３ ごみ処理・リサイクル 1.39  

４ ごみ処理・リサイクル 0.60  ４ 子ども・子育て支援 1.38  

５ 健康づくりへの取組 0.53  ５ 消防・防災 1.37  

 

※満足度 

上位５位 

前回 「医療体制」「上水道の整備」「下水道の整備」「消防・防災」「公園・

緑地の整備」 

前々回 「上水道の整備」「医療体制」「下水道の整備」「消防・防災」「ごみ処

理・リサイクル」 

※重要度 

上位５位 

前回 「防犯」「消防・防災」「医療体制」「保険・年金」「高齢者福祉」 

前々回 「防犯」「消防・防災」「医療体制」「高齢者福祉」「交通安全」「ごみ

処理・リサイクル」 
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＜加重平均の算出方法＞ 

加重平均【満足度】：「満足」×２＋「やや満足」×１－「やや不満」×１－「不満」×２÷（無

回答を除く回答者数） 

加重平均【重要度】：「重要」×２＋「やや重要」×１－「あまり重要でない」×１－「重要でな

い」×２÷（無回答を除く回答者数） 

 

 

◇全体の満足度 

「普通」が 40.6％で最も高く、次いで「やや満足」が 34.4％となっており、前々回調査か

ら経年的にみると「満足」と「やや満足」を合わせた割合は増加が見られます。 

 

（３）幸福感 

下野市で生活していて「幸せだと感じている」が 70.5％（前回調査 77.0％、前々回調査

75.1％）となっています。 

幸せであるために重要なのは「健康状況（71.6％）」（前回調査 76.3％、前々回調査

73.6％）が最も高く、次いで「家計の状況（58.8％）」（前回調査 67.5％、前々回調査

56.8％）となっています。 

 

（４）まちづくりへの参加 

地域活動等には「積極的に参加している（9.1％）」、「ときどき参加している(26.8％)」合

わせて 35.9％（前回調査 39.1％、前々回調査 33.5％）となっています。 

参加していない理由については「活動に参加する時間がない（26.6％）」（前回調査32.3％、

前々回調査 36.7％）が最も高くなっています。 

参加したい活動については「市をきれいにする活動（28.3％）」（前回調査27.2％、前々回

調査 30.5％）が最も高く、次いで「身近な地域でのお祭り（22.4％）」（前回調査 25.4％、

前々回調査 23.2％）となっています。 
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１ 回答者の属性 
 

問１ あなたの性別をお教えください。 

「女性」が50.7％、「男性」が46.7％となっており、経年的にも同様の傾向となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

  総数 男性 女性 無回答 

総数 1,082  505 549 28 

100.0% 46.7% 50.7% 2.6% 

年
齢 

18～20 歳代 88 37 50 1 

100.0% 42.0% 56.8% 1.1% 

30 歳代 118 57 60 1 

100.0% 48.3% 50.8% 0.8% 

40 歳代 155 81 73 1 

100.0% 52.3% 47.1% 0.6% 

50 歳代 166 73 91 2 

100.0% 44.0% 54.8% 1.2% 

60 歳代 188 93 94 1 

100.0% 49.5% 50.0% 0.5% 

70 歳代 244 119 120 5 

100.0% 48.8% 49.2% 2.0% 

80 歳以上 111 45 60 6 

100.0% 40.5% 54.1% 5.4% 

無回答 12 0 1 11 

100.0% 0.0% 8.3% 91.7% 

居
住
地
区 

南河内地区 369 179 183 7 

100.0% 48.5% 49.6% 1.9% 

石橋地区 365 175 186 4 

100.0% 47.9% 51.0% 1.1% 

国分寺地区 336 150 178 8 

100.0% 44.6% 53.0% 2.4% 

無回答 12 1 2 9 

100.0% 8.3% 16.7% 75.0% 

  

46.7 

44.8 

45.3

50.7 

55.0 

53.9

2.6 

0.2 

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

性別

男性 女性 無回答
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問２ あなたの年齢をお答えください。 

「70 歳代」が 22.6％で最も高く、次いで「60歳代」が 17.4％となっており、経年的に見

ると 70 歳代以上の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

  総数 18～20 

歳代 

30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳 

以上 

無回答 

総数 1,082  88 118 155 166 188 244 111 12 

100.0% 8.1% 10.9% 14.3% 15.3% 17.4% 22.6% 10.3% 1.1% 

性
別 

男性 505 37 57 81 73 93 119 45 0 

100.0% 7.3% 11.3% 16.0% 14.5% 18.4% 23.6% 8.9% 0.0% 

女性 549 50 60 73 91 94 120 60 1 

100.0% 9.1% 10.9% 13.3% 16.6% 17.1% 21.9% 10.9% 0.2% 

無回答 28 1 1 1 2 1 5 6 11 

100.0% 3.6% 3.6% 3.6% 7.1% 3.6% 17.9% 21.4% 39.3% 

居
住
地
区 

南河内 

地区 

369 31 40 44 47 75 93 39 0 

100.0% 8.4% 10.8% 11.9% 12.7% 20.3% 25.2% 10.6% 0.0% 

石橋 

地区 

365 29 45 49 66 52 77 47 0 

100.0% 7.9% 12.3% 13.4% 18.1% 14.2% 21.1% 12.9% 0.0% 

国分寺 

地区 

336 28 33 61 53 61 73 24 3 

100.0% 8.3% 9.8% 18.2% 15.8% 18.2% 21.7% 7.1% 0.9% 

無回答 12 0 0 1 0 0 1 1 9 

100.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 75.0% 

 

  

8.1 

8.9 

16.5

10.9 

14.5 

15.2

14.3 

17.8 

18.1

15.3 

18.5 

16.9

17.4 

24.9 

15.2

22.6 

15.2 

14.9

10.3 

0.0 

2.5

1.1 

0.2 

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

年齢

18～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答



5 

 

問３ あなたはどちらにお住まいですか。 

概ね各地区とも 30％程度となっています。町目別には「石橋」の割合が最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜属性別クロス集計表＞ 
  総数 南河内地区 石橋地区 国分寺地区 無回答 

総数 1082 369 365 336 12 

100.0% 34.1% 33.7% 31.1% 1.1% 

性
別 

男性 505 179 175 150 1 

100.0% 35.4% 34.7% 29.7% 0.2% 

女性 549 183 186 178 2 

100.0% 33.3% 33.9% 32.4% 0.4% 

無回答 28 7 4 8 9 

100.0% 25.0% 14.3% 28.6% 32.1% 

年
齢 

18～20 歳代 88 31 29 28 0 

100.0% 35.2% 33.0% 31.8% 0.0% 

30 歳代 118 40 45 33 0 

100.0% 33.9% 38.1% 28.0% 0.0% 

40 歳代 155 44 49 61 1 

100.0% 28.4% 31.6% 39.4% 0.6% 

50 歳代 166 47 66 53 0 

100.0% 28.3% 39.8% 31.9% 0.0% 

60 歳代 188 75 52 61 0 

100.0% 39.9% 27.7% 32.4% 0.0% 

70 歳代 244 93 77 73 1 

100.0% 38.1% 31.6% 29.9% 0.4% 

80 歳以上 111 39 47 24 1 

100.0% 35.1% 42.3% 21.6% 0.9% 

無回答 12 0 0 3 9 

100.0% 0.0% 0.0% 25.0% 75.0% 

 

  

34.1 

34.1 

35.5

33.7 

32.5 

34.2

31.1 

32.0 

29.9

1.1 

1.3 

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

住んでいる地区

南河内地区 石橋地区 国分寺地区 無回答
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＜町目別集計表＞ 

 

 

  

3.4
0.1

0.4
0.4

0.2
0.6

6.6
0.7

0.0
0.1
0.1
0.1

0.0
0.2

1.1
0.8

0.2
1.3

0.8
0.6

7.8
8.8

10.5
2.2

0.5
0.2

0.1
1.0

2.3
0.4

0.8
2.5

6.6
1.5

3.2
0.6

0.4
0.4

0.6
6.1
6.1

0.6
0.5

3.1
1.5

0.2
3.4

5.1
2.3

2.1
1.1

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

薬師寺

成田

町田

谷地賀

下文狹

田中

仁良川

本吉田

別当河原

下吉田

磯部

中川島

上川島

上吉田

三王山

絹板

花田

下坪山

上坪山

東根

嚅園一丁目～五丁目

緑一丁目～六丁目

石橋

上大領

中大領

東前原

下大領

下石橋

大光寺一丁目～二丁目

大松山一丁目

花の木一丁目～三丁目

上古山

下古山

下古山一丁目～三丁目

文教一丁目～三丁目

下長田

上台

細谷

橋本

小金井

小金井一丁目～六丁目

笹原

箕輪

川中子

国分寺

紫

柴

駅東一丁目～七丁目

医大前一丁目～四丁目

烏ケ森一丁目～二丁目

無回答
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問４  あなたの下野市での居住年数は。 

「30年以上」が 50.6％で最も高く、次いで「20年以上 30年未満」が 18.7％となってい

ます。経年的に見ると「30 年以上」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総数 ５年未満 ５年以上10
年未満

10年以上
20年未満

20年以上
30年未満

30年以上 無回答

1082 97 77 149 202 547 10

100.0% 9.0% 7.1% 13.8% 18.7% 50.6% 0.9%

505 48 32 61 91 273 0

100.0% 9.5% 6.3% 12.1% 18.0% 54.1% 0.0%

549 48 44 86 110 260 1

100.0% 8.7% 8.0% 15.7% 20.0% 47.4% 0.2%

28 1 1 2 1 14 9

100.0% 3.6% 3.6% 7.1% 3.6% 50.0% 32.1%

88 28 5 15 40 0 0

100.0% 31.8% 5.7% 17.0% 45.5% 0.0% 0.0%

118 36 30 14 14 24 0

100.0% 30.5% 25.4% 11.9% 11.9% 20.3% 0.0%

155 18 23 45 20 49 0

100.0% 11.6% 14.8% 29.0% 12.9% 31.6% 0.0%

166 9 8 31 59 59 0

100.0% 5.4% 4.8% 18.7% 35.5% 35.5% 0.0%

188 3 2 20 30 133 0

100.0% 1.6% 1.1% 10.6% 16.0% 70.7% 0.0%

244 3 4 18 23 195 1

100.0% 1.2% 1.6% 7.4% 9.4% 79.9% 0.4%

111 0 5 5 16 85 0

100.0% 0.0% 4.5% 4.5% 14.4% 76.6% 0.0%

12 0 0 1 0 2 9

100.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 16.7% 75.0%

369 32 25 49 71 192 0

100.0% 8.7% 6.8% 13.3% 19.2% 52.0% 0.0%

365 34 27 45 66 193 0

100.0% 9.3% 7.4% 12.3% 18.1% 52.9% 0.0%

336 31 25 54 65 160 1

100.0% 9.2% 7.4% 16.1% 19.3% 47.6% 0.3%

12 0 0 1 0 2 9

100.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 16.7% 75.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

9.0 

13.7 

13.0

7.1 

8.8 

6.9

13.8 

15.9 

22.1

18.7 

22.4 

19.7

50.6 

38.5 

37.5

0.9 

0.6 

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

居住年数

５年未満 ５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上 無回答
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問５ 下野市に住むようになったきっかけは。 

「生まれたときから住んでいる」が29.7％で最も高く、次いで「住宅を購入したため」が

24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたの家族構成について伺います。 

「親と子だけの核家族」が 49.0％で最も高く、次いで「その他」が 28.2％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生まれたとき

から住んでい

る, 29.7%

結婚したため, 

20.4%

就職や転職

のため, 6.1%
転勤のため, 4.9%

進学のため, 0.7%

住宅を購入した

ため, 24.1%

親や親族と同居

するため, 5.4%

入院や通院のため, 

0.7%
その他, 6.5%

無回答, 1.5%

単身, 

9.9%

親と子だけの核

家族, 49.0%

祖父母などが同居の

3世代家族, 11.1%

その他, 28.2%

無回答, 1.8%



9 

（問６で「２」～「４」と回答した方） 

問 7₋１ ご家族の人数は何人ですか。 

「２人」が 31.1％で最も高く、次いで「3人」が 27.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１８歳～４０歳代以下の方） 

問 7₋２ お子さんの人数を教えてください。 

「いない」が 44.7％で最も高く、次いで「２人」（26.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問７－２をお答えの方） 

問７₋３ 理想のお子さんの人数を教えてください。 
「２人」が 43.0％で最も高く、次いで「3人」が 27.7％となっています。 

 

 

 

 

  

２人, 31.1%

３人, 27.1%

４人, 22.4%

５人, 

10.8%

６人, 5.5%

７人, 1.2% ８人以上, 0.2% 無回答, 

1.7%

０人, 

9.9%
１人, 6.9%

２人, 43.0%

３人, 27.7%

４人, 2.4%

５人以上, 0.0%

無回答, 

10.2%

いない, 44.7%

１人, 16.8%

２人, 26.0%

３人, 

11.6%

４人, 0.7%
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問８ あなたがお子さんを持つとしたら自治体の取組や周辺の環境に関してどのよ

うなことを重視しますか。また、お子さんがいる方はどのようなことを重視して

いますか。＜複数回答＞ 

「保育・幼児教育に関する環境が充実している」が46.0％で最も高く、次いで「子育て世

帯への経済的支援」が 45.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.0

45.5

29.9

27.7

21.5

21.1

19.8

12.8

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育・幼児教育に関する環境が充実している

子育て世帯への経済的支援

公園や子どもの遊び場施設が充実している

地域が子育てに協力的なこと

職場が子育てに協力的なこと

無回答

出産・育児に関する相談窓口が充実している

親同士や子どもが交流する場があること

その他
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２ 下野市について 

問９ あなたは下野市が住みやすいまちだと思いますか。 

「どちらかといえば住みやすい」が40.6％で最も高く、次いで「住みやすい」が43.2％

となっています。前回調査と比較すると「住みやすい」と「どちらかといえば住みやす

い」を合わせた割合がやや低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

 

  

総数 住みやすい どちらかとい
えば住みや
すい

どちらかとい
えば住みに
くい

住みにくい どちらともい
えない

無回答

1,082 467 439 56 22 76 22

100.0% 43.2% 40.6% 5.2% 2.0% 7.0% 2.0%

505 228 197 22 9 38 11

100.0% 45.1% 39.0% 4.4% 1.8% 7.5% 2.2%

549 227 236 31 12 36 7

100.0% 41.3% 43.0% 5.6% 2.2% 6.6% 1.3%

28 12 6 3 1 2 4

100.0% 42.9% 21.4% 10.7% 3.6% 7.1% 14.3%

88 48 32 4 1 3 0

100.0% 54.5% 36.4% 4.5% 1.1% 3.4% 0.0%

118 48 57 6 1 6 0

100.0% 40.7% 48.3% 5.1% 0.8% 5.1% 0.0%

155 75 58 6 5 10 1

100.0% 48.4% 37.4% 3.9% 3.2% 6.5% 0.6%

166 73 71 2 3 11 6

100.0% 44.0% 42.8% 1.2% 1.8% 6.6% 3.6%

188 72 83 13 3 13 4

100.0% 38.3% 44.1% 6.9% 1.6% 6.9% 2.1%

244 96 103 15 6 18 6

100.0% 39.3% 42.2% 6.1% 2.5% 7.4% 2.5%

111 49 33 9 3 15 2

100.0% 44.1% 29.7% 8.1% 2.7% 13.5% 1.8%

12 6 2 1 0 0 3

100.0% 50.0% 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 25.0%

369 145 159 22 7 30 6

100.0% 39.3% 43.1% 6.0% 1.9% 8.1% 1.6%

365 154 148 17 8 31 7

100.0% 42.2% 40.5% 4.7% 2.2% 8.5% 1.9%

336 163 129 16 7 15 6

100.0% 48.5% 38.4% 4.8% 2.1% 4.5% 1.8%

12 5 3 1 0 0 3

100.0% 41.7% 25.0% 8.3% 0.0% 0.0% 25.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

43.2 

46.7 

44.1

40.6 

40.0 

39.8

5.2 

4.4 

5.4

2.0 

1.9 

1.8

7.0 

6.3 

6.9

2.0 

0.8 

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

住みやすさ

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらかといえば住みにくい

住みにくい どちらともいえない 無回答
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＜下野市が住みやすい/住みにくいと思う理由（自由意見欄から主な内容を整理）＞ 

分 類 住みやすい理由 住みにくい理由 

保健福祉

関連 

 小金井中央病院、自治医科大

学、石橋総合病院など、大きな

病院がある。 

 近くに大学病院も有り、個人の

医院も多く揃っているので、こ

の様に医療面で充実している所

は、他に無いと思う。高齢者が

安心できる。 

 子育支援センターや保育所が充

実している 

 他の地域に比べて子育ての手当

て等が良い。 

 幅広い世代に対応した生活補助

の体制、施設が充実している。 

 子育て支援が充実してない。 

 高齢者に優しくない→福祉サービ

スが充実していない。 

 ライフライン等は充実している方

だが、障害者にとっては、買い物

がしずらい。店内に電動車いす入

店したり、盲導犬もいっしょに入

店、買い物をできる店舗が少な

い。 

教育文化

関連 

 グリムの館、石橋図書館など、

公共施設が多い。活動も盛ん。 

 自治医大がある。 

 徒歩圏内に、図書館や商業施設が

もう少しあればと思う。 

 近くに小学校、中学校、商業施設

がない。 

生活環境

関連 

 自然環境がすばらしい。少し歩

けば、畑、水田、サイクリング

ロード、公園があり住みやす

い。 

 少し行けばある程度の店や役場

がありちょうどいい田舎だと思

う。 

 静かで平穏に暮らせる。 

 自然災害（台風、水害等、地震

等）が少ない。職場が近くに有

る。 

 東北線の利便性が向上し、東京

方面に出向くのに、とても便

利。 

 JR の駅が 3駅あり、自家用車が

あれば、宇都宮市にも小山市に

も行きやすく買い物もできる。 

 自然が減ってきた。田畑が減って

きた。 

 消防団活動等、すでに限界に達し

ているにもかかわらず、旧態依然

のまま。 

 子供達の学校への足が少し不便。 

 車の運転がないとどこにも行けな

い（毎日の買い物、毎月医者に通

院、石橋はバスが使えるけど薬師

寺は交通の便が悪い）。 

産業振興

関連 

 自宅周辺に必要な商業施設が揃

っている。 

 取り敢えず何でも揃っており、

基本的な生活で困ることがな

い。 

 職場・実家が近い。 

 街なかの商店がほぼシャッター通

りと駐車場になっている。 

 小山や宇都宮と比べてお店が少な

い。 

 学習塾や駐車場ばかりで、スーパ

ーのような買物する場所が少な

い。 

 買い物難民となるエリアが広い。

子供が（進学して）また帰って来

ても、就職できる仕事が少ない。 
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分 類 住みやすい理由 住みにくい理由 

社会基盤

整備関連 

 田舎の不便さと町の便利さのバ

ランスが良い。 

 生まれた時からいるため住み慣

れているし東京などの雰囲気が

苦手だから。 

 コンパクトに全て整っていて、

とても便利で住みやすい。 

 夜、道が暗く、雨の日など水たま

りが見えないくらい暗い。 

 農地の集約と狭い道路の整備が遅

れている。散歩ができず、危険 

 将来性がなく暗い。 

市民行政

一般 

 リーダー（市長）が、しっかり

した方で安心して住める。 

 自治会もきちんとしていて、役

員さん達も頑張っているので、

安心して住める。 

― 
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問 10 あなたは下野市に関わる次の内容について、それぞれどのように思います

か。 

「病院・診療所などの医療サービスが充実している」について「そう思う」＋「少し思

う」と回答した方が多い一方で、「地域に活気やにぎわいがある」については「あまり思

わない」＋「まったく思わない」の回答割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.5 

7.9 

45.8 

18.3 

36.9 

63.1 

14.0 

36.5 

29.9 

24.0 

26.9 

31.8 

42.6 

35.3 

36.5 

41.5 

40.1 

26.9 

43.6 

35.2 
32.3 

42.3 

48.7 

45.8 

16.6 

46.0 

12.8 

32.3 

16.2 

6.1 

34.1 

16.8 

24.2 

23.9 
16.1 

16.1 

2.1 

6.9 

1.7 

4.1 

3.4 

1.3 

4.4 

8.2 

10.5 

5.3 

1.9 

2.9 

3.1 

3.8 

3.1 

3.8 

3.4 

2.6 

3.9 

3.2 

3.1 

4.4 

6.4 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①林や川などの美しい自然環境が豊かである

②地域に活気やにぎわいがある

③自然災害などに対して安全性が高い

④まち並みが美しい

⑤騒音・振動・悪臭などの公害がない

⑥病院・診療所などの医療サービスが充実して

いる

⑦文化財や祭りなどの伝統文化が豊かである

⑧日常の買い物が便利である

⑨電車・バス・道路などの交通が便利である

⑩道路・歩道を安全に利用できる

⑪小学校・中学校・義務教育学校の教育内容や

施設が充実している

⑫公園や広場が多い

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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① 林や川などの美しい自然環境が豊かである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わな
い

まったく思わ
ない

無回答

1,082 384 461 180 23 34

100.0% 35.5% 42.6% 16.6% 2.1% 3.1%

505 169 216 89 15 16

100.0% 33.5% 42.8% 17.6% 3.0% 3.2%

549 202 238 88 8 13

100.0% 36.8% 43.4% 16.0% 1.5% 2.4%

28 13 7 3 0 5

100.0% 46.4% 25.0% 10.7% 0.0% 17.9%

88 31 34 20 3 0

100.0% 35.2% 38.6% 22.7% 3.4% 0.0%

118 35 56 22 4 1

100.0% 29.7% 47.5% 18.6% 3.4% 0.8%

155 57 71 21 5 1

100.0% 36.8% 45.8% 13.5% 3.2% 0.6%

166 65 61 34 2 4

100.0% 39.2% 36.7% 20.5% 1.2% 2.4%

188 70 84 28 3 3

100.0% 37.2% 44.7% 14.9% 1.6% 1.6%

244 84 104 40 4 12

100.0% 34.4% 42.6% 16.4% 1.6% 4.9%

111 38 48 13 2 10

100.0% 34.2% 43.2% 11.7% 1.8% 9.0%

12 4 3 2 0 3

100.0% 33.3% 25.0% 16.7% 0.0% 25.0%

369 141 152 59 10 7

100.0% 38.2% 41.2% 16.0% 2.7% 1.9%

365 106 167 68 10 14

100.0% 29.0% 45.8% 18.6% 2.7% 3.8%

336 135 139 49 3 10

100.0% 40.2% 41.4% 14.6% 0.9% 3.0%

12 2 3 4 0 3

100.0% 16.7% 25.0% 33.3% 0.0% 25.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

35.5 

25.7 

27.0

42.6 

51.2 

51.5

16.6 

20.5 

17.3

2.1 

1.7 

2.1

3.1 

0.9 

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

自然環境が豊か

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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②地域に活気やにぎわいがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 86 382 498 75 41
100.0% 7.9% 35.3% 46.0% 6.9% 3.8%

505 40 159 247 38 21
100.0% 7.9% 31.5% 48.9% 7.5% 4.2%

549 42 216 245 33 13
100.0% 7.7% 39.3% 44.6% 6.0% 2.4%

28 4 7 6 4 7
100.0% 14.3% 25.0% 21.4% 14.3% 25.0%

88 15 37 32 4 0
100.0% 17.0% 42.0% 36.4% 4.5% 0.0%

118 12 46 53 5 2
100.0% 10.2% 39.0% 44.9% 4.2% 1.7%

155 12 62 64 15 2
100.0% 7.7% 40.0% 41.3% 9.7% 1.3%

166 11 60 82 8 5
100.0% 6.6% 36.1% 49.4% 4.8% 3.0%

188 15 60 93 17 3
100.0% 8.0% 31.9% 49.5% 9.0% 1.6%

244 9 89 113 20 13
100.0% 3.7% 36.5% 46.3% 8.2% 5.3%

111 11 24 58 6 12
100.0% 9.9% 21.6% 52.3% 5.4% 10.8%

12 1 4 3 0 4
100.0% 8.3% 33.3% 25.0% 0.0% 33.3%

369 33 139 167 23 7
100.0% 8.9% 37.7% 45.3% 6.2% 1.9%

365 27 121 173 29 15
100.0% 7.4% 33.2% 47.4% 7.9% 4.1%

336 26 118 154 23 15
100.0% 7.7% 35.1% 45.8% 6.8% 4.5%

12 0 4 4 0 4
100.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

7.9 

5.7 

5.9

35.3 

36.6 

32.1

46.0 

48.5 

51.6

6.9 

8.5 

8.3

3.8 

0.7 

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

活気やにぎわいがある

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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③自然災害などに対して安全性が高い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わな
い

まったく思わ
ない

無回答

1,082 496 395 139 18 34

100.0% 45.8% 36.5% 12.8% 1.7% 3.1%

505 235 182 66 8 14

100.0% 46.5% 36.0% 13.1% 1.6% 2.8%

549 253 206 70 7 13

100.0% 46.1% 37.5% 12.8% 1.3% 2.4%

28 8 7 3 3 7

100.0% 28.6% 25.0% 10.7% 10.7% 25.0%

88 46 36 6 0 0

100.0% 52.3% 40.9% 6.8% 0.0% 0.0%

118 53 51 10 3 1

100.0% 44.9% 43.2% 8.5% 2.5% 0.8%

155 58 57 35 3 2

100.0% 37.4% 36.8% 22.6% 1.9% 1.3%

166 79 52 28 3 4

100.0% 47.6% 31.3% 16.9% 1.8% 2.4%

188 84 79 21 1 3

100.0% 44.7% 42.0% 11.2% 0.5% 1.6%

244 125 82 24 4 9

100.0% 51.2% 33.6% 9.8% 1.6% 3.7%

111 47 34 15 4 11

100.0% 42.3% 30.6% 13.5% 3.6% 9.9%

12 4 4 0 0 4

100.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3%

369 175 132 48 8 6

100.0% 47.4% 35.8% 13.0% 2.2% 1.6%

365 151 139 56 9 10

100.0% 41.4% 38.1% 15.3% 2.5% 2.7%

336 168 120 35 1 12

100.0% 50.0% 35.7% 10.4% 0.3% 3.6%

12 2 4 0 0 6

100.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 50.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

45.8 

39.2 

39.7

36.5 

42.8 

39.1

12.8 

15.5 

18.2

1.7 

1.7 

1.5

3.1 

0.9 

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

災害安全性が高い

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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④まち並みが美しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 198 449 350 44 41

100.0% 18.3% 41.5% 32.3% 4.1% 3.8%

505 79 205 180 24 17

100.0% 15.6% 40.6% 35.6% 4.8% 3.4%

549 113 239 161 19 17

100.0% 20.6% 43.5% 29.3% 3.5% 3.1%

28 6 5 9 1 7

100.0% 21.4% 17.9% 32.1% 3.6% 25.0%

88 15 45 26 1 1

100.0% 17.0% 51.1% 29.5% 1.1% 1.1%

118 22 53 37 6 0

100.0% 18.6% 44.9% 31.4% 5.1% 0.0%

155 28 72 44 10 1

100.0% 18.1% 46.5% 28.4% 6.5% 0.6%

166 24 75 56 7 4

100.0% 14.5% 45.2% 33.7% 4.2% 2.4%

188 36 76 66 4 6

100.0% 19.1% 40.4% 35.1% 2.1% 3.2%

244 47 97 77 10 13

100.0% 19.3% 39.8% 31.6% 4.1% 5.3%

111 23 30 40 6 12

100.0% 20.7% 27.0% 36.0% 5.4% 10.8%

12 3 1 4 0 4

100.0% 25.0% 8.3% 33.3% 0.0% 33.3%

369 97 170 80 11 11

100.0% 26.3% 46.1% 21.7% 3.0% 3.0%

365 42 129 156 25 13

100.0% 11.5% 35.3% 42.7% 6.8% 3.6%

336 58 149 110 8 11

100.0% 17.3% 44.3% 32.7% 2.4% 3.3%

12 1 1 4 0 6

100.0% 8.3% 8.3% 33.3% 0.0% 50.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

18.3 

13.0 

15.4

41.5 

41.9 

43.3

32.3 

39.1 

35.3

4.1 

5.1 

4.7

3.8 

1.0 

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

まち並みが美しい

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑤騒音・振動・悪臭などの公害がない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 399 434 175 37 37

100.0% 36.9% 40.1% 16.2% 3.4% 3.4%

505 175 212 80 21 17

100.0% 34.7% 42.0% 15.8% 4.2% 3.4%

549 215 215 90 15 14

100.0% 39.2% 39.2% 16.4% 2.7% 2.6%

28 9 7 5 1 6

100.0% 32.1% 25.0% 17.9% 3.6% 21.4%

88 34 45 8 1 0

100.0% 38.6% 51.1% 9.1% 1.1% 0.0%

118 39 49 24 5 1

100.0% 33.1% 41.5% 20.3% 4.2% 0.8%

155 61 57 28 7 2

100.0% 39.4% 36.8% 18.1% 4.5% 1.3%

166 59 76 21 6 4

100.0% 35.5% 45.8% 12.7% 3.6% 2.4%

188 66 75 37 5 5

100.0% 35.1% 39.9% 19.7% 2.7% 2.7%

244 96 91 38 10 9

100.0% 39.3% 37.3% 15.6% 4.1% 3.7%

111 40 36 19 3 13

100.0% 36.0% 32.4% 17.1% 2.7% 11.7%

12 4 5 0 0 3

100.0% 33.3% 41.7% 0.0% 0.0% 25.0%

369 140 148 56 17 8

100.0% 37.9% 40.1% 15.2% 4.6% 2.2%

365 135 152 59 7 12

100.0% 37.0% 41.6% 16.2% 1.9% 3.3%

336 121 130 60 13 12

100.0% 36.0% 38.7% 17.9% 3.9% 3.6%

12 3 4 0 0 5

100.0% 25.0% 33.3% 0.0% 0.0% 41.7%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

36.9 

27.5 

27.6

40.1 

44.7 

45.4

16.2 

20.4 

20.9

3.4 

6.5 

4.7

3.4 

0.9 

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

公害が少ない

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑥病院・診療所などの医療サービスが充実している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 683 291 66 14 28

100.0% 63.1% 26.9% 6.1% 1.3% 2.6%

505 328 126 30 6 15

100.0% 65.0% 25.0% 5.9% 1.2% 3.0%

549 338 160 34 8 9

100.0% 61.6% 29.1% 6.2% 1.5% 1.6%

28 17 5 2 0 4

100.0% 60.7% 17.9% 7.1% 0.0% 14.3%

88 59 25 4 0 0

100.0% 67.0% 28.4% 4.5% 0.0% 0.0%

118 70 35 11 2 0

100.0% 59.3% 29.7% 9.3% 1.7% 0.0%

155 103 37 11 3 1

100.0% 66.5% 23.9% 7.1% 1.9% 0.6%

166 112 33 15 2 4

100.0% 67.5% 19.9% 9.0% 1.2% 2.4%

188 114 57 11 2 4

100.0% 60.6% 30.3% 5.9% 1.1% 2.1%

244 156 68 8 3 9

100.0% 63.9% 27.9% 3.3% 1.2% 3.7%

111 62 34 6 2 7

100.0% 55.9% 30.6% 5.4% 1.8% 6.3%

12 7 2 0 0 3

100.0% 58.3% 16.7% 0.0% 0.0% 25.0%

369 246 94 19 4 6

100.0% 66.7% 25.5% 5.1% 1.1% 1.6%

365 230 95 27 5 8

100.0% 63.0% 26.0% 7.4% 1.4% 2.2%

336 202 99 19 5 11

100.0% 60.1% 29.5% 5.7% 1.5% 3.3%

12 5 3 1 0 3

100.0% 41.7% 25.0% 8.3% 0.0% 25.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

63.1 

59.5 

59.0

26.9 

32.9 

32.6

6.1 

5.9 

6.0

1.3 

1.1 

1.3

2.6 

0.6 

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

医療サービスが充実している

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑦文化財や祭りなどの伝統文化が豊かである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 151 472 369 48 42

100.0% 14.0% 43.6% 34.1% 4.4% 3.9%

505 63 222 176 26 18

100.0% 12.5% 44.0% 34.9% 5.1% 3.6%

549 84 239 189 21 16

100.0% 15.3% 43.5% 34.4% 3.8% 2.9%

28 4 11 4 1 8

100.0% 14.3% 39.3% 14.3% 3.6% 28.6%

88 14 39 31 4 0

100.0% 15.9% 44.3% 35.2% 4.5% 0.0%

118 15 61 35 6 1

100.0% 12.7% 51.7% 29.7% 5.1% 0.8%

155 21 75 49 9 1

100.0% 13.5% 48.4% 31.6% 5.8% 0.6%

166 26 68 62 6 4

100.0% 15.7% 41.0% 37.3% 3.6% 2.4%

188 22 80 78 3 5

100.0% 11.7% 42.6% 41.5% 1.6% 2.7%

244 40 103 78 11 12

100.0% 16.4% 42.2% 32.0% 4.5% 4.9%

111 11 42 35 9 14

100.0% 9.9% 37.8% 31.5% 8.1% 12.6%

12 2 4 1 0 5

100.0% 16.7% 33.3% 8.3% 0.0% 41.7%

369 42 144 148 24 11

100.0% 11.4% 39.0% 40.1% 6.5% 3.0%

365 55 160 127 11 12

100.0% 15.1% 43.8% 34.8% 3.0% 3.3%

336 54 163 93 13 13

100.0% 16.1% 48.5% 27.7% 3.9% 3.9%

12 0 5 1 0 6

100.0% 0.0% 41.7% 8.3% 0.0% 50.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

14.0 

13.1 

12.2

43.6 

46.8 

45.3

34.1 

34.9 

35.1

4.4 

4.3 

6.1

3.9 

0.9 

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

伝統文化が豊か

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑧日常の買い物が便利である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思
わない

無回答

1,082 395 381 182 89 35

100.0% 36.5% 35.2% 16.8% 8.2% 3.2%

505 183 186 85 35 16

100.0% 36.2% 36.8% 16.8% 6.9% 3.2%

549 205 189 90 50 15

100.0% 37.3% 34.4% 16.4% 9.1% 2.7%

28 7 6 7 4 4

100.0% 25.0% 21.4% 25.0% 14.3% 14.3%

88 40 34 13 1 0

100.0% 45.5% 38.6% 14.8% 1.1% 0.0%

118 41 47 17 12 1

100.0% 34.7% 39.8% 14.4% 10.2% 0.8%

155 56 57 25 15 2

100.0% 36.1% 36.8% 16.1% 9.7% 1.3%

166 58 62 31 10 5

100.0% 34.9% 37.3% 18.7% 6.0% 3.0%

188 64 72 27 18 7

100.0% 34.0% 38.3% 14.4% 9.6% 3.7%

244 89 82 45 20 8

100.0% 36.5% 33.6% 18.4% 8.2% 3.3%

111 43 24 23 12 9

100.0% 38.7% 21.6% 20.7% 10.8% 8.1%

12 4 3 1 1 3

100.0% 33.3% 25.0% 8.3% 8.3% 25.0%

369 142 131 62 27 7

100.0% 38.5% 35.5% 16.8% 7.3% 1.9%

365 138 131 54 32 10

100.0% 37.8% 35.9% 14.8% 8.8% 2.7%

336 113 116 63 29 15

100.0% 33.6% 34.5% 18.8% 8.6% 4.5%

12 2 3 3 1 3

100.0% 16.7% 25.0% 25.0% 8.3% 25.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

36.5 

31.2 

33.3

35.2 

41.0 

40.9

16.8 

20.7 

19.2

8.2 

6.5 

5.5

3.2 

0.7 

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

日常の買い物が便利

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑨電車・バス・道路などの交通が便利である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 323 349 262 114 34

100.0% 29.9% 32.3% 24.2% 10.5% 3.1%

505 164 156 128 43 14

100.0% 32.5% 30.9% 25.3% 8.5% 2.8%

549 152 187 130 67 13

100.0% 27.7% 34.1% 23.7% 12.2% 2.4%

28 7 6 4 4 7

100.0% 25.0% 21.4% 14.3% 14.3% 25.0%

88 29 33 16 10 0

100.0% 33.0% 37.5% 18.2% 11.4% 0.0%

118 40 33 35 10 0

100.0% 33.9% 28.0% 29.7% 8.5% 0.0%

155 50 56 36 12 1

100.0% 32.3% 36.1% 23.2% 7.7% 0.6%

166 47 47 53 15 4

100.0% 28.3% 28.3% 31.9% 9.0% 2.4%

188 50 66 44 23 5

100.0% 26.6% 35.1% 23.4% 12.2% 2.7%

244 73 75 56 29 11

100.0% 29.9% 30.7% 23.0% 11.9% 4.5%

111 31 37 20 14 9

100.0% 27.9% 33.3% 18.0% 12.6% 8.1%

12 3 2 2 1 4

100.0% 25.0% 16.7% 16.7% 8.3% 33.3%

369 86 110 103 61 9

100.0% 23.3% 29.8% 27.9% 16.5% 2.4%

365 120 126 80 30 9

100.0% 32.9% 34.5% 21.9% 8.2% 2.5%

336 116 112 76 20 12

100.0% 34.5% 33.3% 22.6% 6.0% 3.6%

12 1 1 3 3 4

100.0% 8.3% 8.3% 25.0% 25.0% 33.3%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

29.9 

23.2 

28.3

32.3 

38.0 

38.8

24.2 

24.5 

22.7

10.5 

12.5 

9.0

3.1 

1.8 

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

交通が便利

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑩道路・歩道を安全に利用できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 260 458 259 57 48

100.0% 24.0% 42.3% 23.9% 5.3% 4.4%

505 110 220 130 25 20

100.0% 21.8% 43.6% 25.7% 5.0% 4.0%

549 145 229 125 28 22

100.0% 26.4% 41.7% 22.8% 5.1% 4.0%

28 5 9 4 4 6

100.0% 17.9% 32.1% 14.3% 14.3% 21.4%

88 28 46 12 1 1

100.0% 31.8% 52.3% 13.6% 1.1% 1.1%

118 29 48 34 6 1

100.0% 24.6% 40.7% 28.8% 5.1% 0.8%

155 39 61 45 9 1

100.0% 25.2% 39.4% 29.0% 5.8% 0.6%

166 33 79 44 6 4

100.0% 19.9% 47.6% 26.5% 3.6% 2.4%

188 42 79 46 12 9

100.0% 22.3% 42.0% 24.5% 6.4% 4.8%

244 55 98 57 17 17

100.0% 22.5% 40.2% 23.4% 7.0% 7.0%

111 31 43 21 5 11

100.0% 27.9% 38.7% 18.9% 4.5% 9.9%

12 3 4 0 1 4

100.0% 25.0% 33.3% 0.0% 8.3% 33.3%

369 105 141 88 24 11

100.0% 28.5% 38.2% 23.8% 6.5% 3.0%

365 77 171 83 17 17

100.0% 21.1% 46.8% 22.7% 4.7% 4.7%

336 77 143 86 15 15

100.0% 22.9% 42.6% 25.6% 4.5% 4.5%

12 1 3 2 1 5

100.0% 8.3% 25.0% 16.7% 8.3% 41.7%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

24.0 

15.0 

18.9

42.3 

49.2 

49.4

23.9 

27.8 

24.7

5.3 

6.2 

5.7

4.4 

1.8 

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

道路・歩道が安全

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑪小学校・中学校・義務教育学校の教育内容や施設が充実している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 291 527 174 21 69

100.0% 26.9% 48.7% 16.1% 1.9% 6.4%

505 129 255 84 13 24

100.0% 25.5% 50.5% 16.6% 2.6% 4.8%

549 155 263 87 7 37

100.0% 28.2% 47.9% 15.8% 1.3% 6.7%

28 7 9 3 1 8

100.0% 25.0% 32.1% 10.7% 3.6% 28.6%

88 31 41 13 3 0

100.0% 35.2% 46.6% 14.8% 3.4% 0.0%

118 31 62 20 2 3

100.0% 26.3% 52.5% 16.9% 1.7% 2.5%

155 40 79 28 5 3

100.0% 25.8% 51.0% 18.1% 3.2% 1.9%

166 48 85 22 5 6

100.0% 28.9% 51.2% 13.3% 3.0% 3.6%

188 46 91 36 4 11

100.0% 24.5% 48.4% 19.1% 2.1% 5.9%

244 62 128 32 2 20

100.0% 25.4% 52.5% 13.1% 0.8% 8.2%

111 30 38 21 0 22

100.0% 27.0% 34.2% 18.9% 0.0% 19.8%

12 3 3 2 0 4

100.0% 25.0% 25.0% 16.7% 0.0% 33.3%

369 120 173 45 9 22

100.0% 32.5% 46.9% 12.2% 2.4% 6.0%

365 87 171 77 8 22

100.0% 23.8% 46.8% 21.1% 2.2% 6.0%

336 83 179 50 4 20

100.0% 24.7% 53.3% 14.9% 1.2% 6.0%

12 1 4 2 0 5

100.0% 8.3% 33.3% 16.7% 0.0% 41.7%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

26.9 

16.7 

15.8

48.7 

53.6 

55.8

16.1 

22.8 

20.2

1.9 

3.0 

3.3

6.4 

3.8 

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

小・中学校の教育が充実

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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⑫公園や広場が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 そう思う 少し思う あまり思わ
ない

まったく思わ
ない

無回答

1,082 344 496 174 31 37

100.0% 31.8% 45.8% 16.1% 2.9% 3.4%

505 149 237 87 15 17

100.0% 29.5% 46.9% 17.2% 3.0% 3.4%

549 190 250 80 15 14

100.0% 34.6% 45.5% 14.6% 2.7% 2.6%

28 5 9 7 1 6

100.0% 17.9% 32.1% 25.0% 3.6% 21.4%

88 35 39 13 1 0

100.0% 39.8% 44.3% 14.8% 1.1% 0.0%

118 45 53 17 2 1

100.0% 38.1% 44.9% 14.4% 1.7% 0.8%

155 56 68 23 6 2

100.0% 36.1% 43.9% 14.8% 3.9% 1.3%

166 52 87 19 4 4

100.0% 31.3% 52.4% 11.4% 2.4% 2.4%

188 53 86 35 7 7

100.0% 28.2% 45.7% 18.6% 3.7% 3.7%

244 68 114 44 8 10

100.0% 27.9% 46.7% 18.0% 3.3% 4.1%

111 33 45 20 3 10

100.0% 29.7% 40.5% 18.0% 2.7% 9.0%

12 2 4 3 0 3

100.0% 16.7% 33.3% 25.0% 0.0% 25.0%

369 143 158 47 11 10

100.0% 38.8% 42.8% 12.7% 3.0% 2.7%

365 99 175 64 16 11

100.0% 27.1% 47.9% 17.5% 4.4% 3.0%

336 101 160 59 4 12

100.0% 30.1% 47.6% 17.6% 1.2% 3.6%

12 1 3 4 0 4

100.0% 8.3% 25.0% 33.3% 0.0% 33.3%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

31.8 

37.4 

28.2

45.8 

46.4 

47.0

16.1 

18.3 

21.7

2.9 

2.6 

2.0

3.4 

0.3 

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

公園や広場が多い

そう思う 少し思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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【加重平均値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加重平均値：「そう思う」×２＋「少し思う」×１－「あまり思わない」×１－「まったく思わな

い」×２÷（無回答を除く回答者数） 

  

1.48

1.16

0.96

0.94

0.91

0.88

0.77

0.59

0.48

0.39

0.30

-0.09

-0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00

⑥病院・診療所などの医療サービスが充実して

いる

③自然災害などに対して安全性が高い

①林や川などの美しい自然環境が豊かである

⑤騒音・振動・悪臭などの公害がない

⑫公園や広場が多い

⑪小学校・中学校・義務教育学校の教育内容や

施設が充実している

⑧日常の買い物が便利である

⑩道路・歩道を安全に利用できる

⑨電車・バス・道路などの交通が便利である

④まち並みが美しい

⑦文化財や祭りなどの伝統文化が豊かである

②地域に活気やにぎわいがある
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問 11-１ 下野市のオススメのスポット、魅力的なもの、気に入っていること、他

と比べて優れている点などはありますか。＜自由意見欄＞ 

分 類 意 見 

自然が 

豊か 

・自然の豊かさ、多さ、 

・自然がまだ残っている（広い空と緑と土） 

・田んぼなどが多い、近い 

・田園風景 

・桜、桜並木、淡墨桜、八重桜、つつじなど、季節の花 

・ジョギングや散歩がしやすい 

・まちの緑 

【固有の場所など】 

天平の丘公園の桜 

姿川（周辺）、アメニティパークの桜並木 

薬師ヶ池、薬師川沿いの桜並木、散歩道 

尼寺公園の桜 

調整池のまわりの桜 

ゆうゆう館前の桜並木 

緑・烏ヶ森周辺の桜並木 

小金井駅の薄墨桜 

グリーンタウン内の街並み、水路沿いの歩道 

冬期の田場、晴れた日に田園風景から眺める日光連山の風景、夕焼け 

西に日光の山々、東に筑波山の見える高台（柴南、旧国分寺役場あとなど） 

旧南河内町役場跡地から見る筑波山 

近所の干瓢畑から富士山が見える 

御使者橋や宮前橋付近からみえる富士山 

尼寺から思川周辺 

天平の丘周辺 

諏訪山公園の樹木 

自治医大の桜・桃の花、秋の紅葉、隣接有私林の紅葉 

烏ケ森周辺の自然 

春、新緑の稲苗が一面に広がり、高速の車が流れるさま（新４号薬師寺附

近） 

石橋中学校周辺の田園地帯 

姿川、田川、江川、鬼怒川の自然と景観 

姿川から蔓巻公園から東を見た景観 

田川の景観 

田川の西側の田 

祇園の低地を流れる川と桜 

かっぱ池の蓮の花 

災害など 

の安全性 

・災害が少ない 

・治安が良い 

「農」が 

ある 

・かんぴょうの生産 

・いちごの生産 

・農産物が安くておいしい 

・水がおいしい 

・地場野菜が買える 

・食が豊か 

・広域農道 

【固有の場所など】 

かんぴょう、かんぴょう畑 

四季彩農産物直売所 
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道の駅しもつけ 

いちご 

お米 

歴史資源 ・歴史的資産、史跡がある 

・自然と文化を活かした公園や施設（下野薬師寺跡や天平の丘・三王山・蔓

巻公園など） 

・国分寺、石橋は施設（グリム、ゆうゆう他）が充実、立派 

・菜の花が広がる古墳 

・寺・神社が多い 

・文化遺産が多い 

・多数の古墳 

・東の飛鳥 

・歴史資料館がある（国分寺、薬師寺） 

・日本の仏教３戒壇の１つ、薬師寺がある 

【固有の場所など】 

下野薬師寺跡、歴史館、薬師寺八幡宮 

薬師寺、龍興寺 

薬師寺周辺の寺社 

道鏡塚 

しもつけ風土記の丘資料館 

下野国分尼寺 

下野国分寺跡（天平の丘公園） 

国分寺周辺の古墳群、礎石群 

琵琶塚古墳群 

紫式部の供養塔 

小金井一里塚 

甲塚古墳 

東山道跡 

星の宮神社とその周辺 

児山城址 

愛宕神社 

孝謙天皇神社 

医療体制 ・病院、薬局の数が多い、医療サービスが充実している 

・大学病院や専門医が多い 

・人口 1人当たり医師数が全国上位 

・地域医療が充実している 

・医療機関が多く、安心して暮らせる 

・大学病院と連携する医療機関がある 

・小児科が多い 

・健康診断やがん検診が無料で受けられる 

・健康診断後、結果が要注意の者はカウンセリングを受けることができる 

・住民の健康増進に役立つ事業が多い 

【固有の場所など】 

自治医科大学附属病院 

石橋総合病院 

個人医院 

病院通り 

交通が 

便利 

・ＪＲ東北本線宇都宮線の駅が 3駅ある、駅が近い 

・交通の便がいい 

・ＪＲ休日お出かけパス圏内 

・宇都宮線沿線に位置している 

・湘南新宿ラインが通っている 
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・小金井駅は始発列車がある（小金井止まりもある） 

・新幹線まで近い、ICまで近い 

・駅や国道が近い 

・市専用の乗合バスの利用 

・小金井駅周辺の住みやすさ 

・都市へのアクセスのよさ 

・道の駅や直売所がある 

【固有の場所など】 

道の駅しもつけ 

ＪＲ小金井駅 

ＪＲ宇都宮線 

石橋駅 

石橋駅前通り（駅から文教通りまで） 

小金井の電車基地 

新国道４号線 

公園や広場

が多い 

・公園が多く、充実している。近距離にたくさんある 

・大小の公園があり、それを繋ぐ緑道が整っている 

・自然も遊具も充実した公園が多数ある 

・公園で犬の散歩ができる 

・公園の芝生 

・遊歩道が多く、夏の暑い時以外は外に出たくなる 

・ふれあい館などの公共施設 

・広い公園がある 

・牧場がたくさんある 

【固有の場所など】 

天平の丘公園 

大松山運動公園（陸上競技場、テニスコート、図書館） 

国分寺運動公園 

東部運動広場 

三王山ふれあい公園 

ふれあい館（プール、お風呂） 

姿川アメニティパーク 

蔓巻公園、蔓巻公園オートキャンプ場 

烏ヶ森公園、調整池、薬師ケ池 

ゆうがおパーク 

別処山公園 

祇園原公園 

かんぴくんの公園 

尼寺公園 

仁良川中央公園 

諏訪山公園 

けんこう広場 

あやめ園 

下野風土記の丘の公園 

文教公園 

学校などの 

公共施設 

・幼稚園・学童が充実している 

・公的な施設が豊富（公民館、図書館など） 

・遊歩道（ゆうがお通り）沿いに教育施設が連なっている 

・国分寺中学校の教育 

・学校教育 

・学力が高い 

・選べる保育施設が多いこと 
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・体育施設 

【固有の場所など】 

ゆうゆう館 

下野市役所 

石橋図書館と運動場、公園 

国分寺図書館 

南河内図書館 

図書館で行われているイベント 

石橋公民館 

きらら館 

児童館 

石橋高校 

石橋中学校 

石橋中の校庭 

ゆうゆう館（天平の湯） 

国分寺海洋センター 

南河内小中学校 

薬師寺幼稚園 

友愛館・けんこう広場 

ふれあいセンター 

ゆうゆう館の子育て支援センター 

グリムの森

がある 

・グリムの森など、文化発信の場 

【固有の場所など】 

グリムの森、グリムの館 

グリムの森のイルミネーション 

商店や 

飲食店 

など 

・スーパーの数が多い 

・飲食店が多い 

・スーパーやドラッグストアが充実している 

・買い物に困らない 

・徒歩圏内にお店が多い 

・昔ながらの個人店が多い 

・個人経営の美味しいコーヒーやお菓子、肉のお店がある 

・おいしいパン屋さん、ケーキ屋さんなどが多い 

・おいしい飲食店が気軽に入れる 

・カフェが多くなってきた 

・吉田村とても良い 

・コンビニが近い、多い 

・自治医大駅周辺の商業施設 

・自治医大周辺の街並み、お店 

【固有の場所など】 

○レンタルショップ 

○書店 

○コンビニエンスストア 

○スーパー 

○ディスカウントショップ 

○飲食店（レストラン、カフェ、そば屋、ケーキ屋、駄菓子屋、ラーメン

屋等） 

○その他（美容院） 

お祭りや 

イベント 

・年間多くの行事が行なわれていて、グリムの館など他にない建物がある 

・尼寺の春のお祭り 

・季節に沿ったお祭り 
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・各地区の小規模なお祭り、花火 

・花火大会 

・地域のイベント 

・昔…国分寺東小の近くの公園でホタルの鑑賞会があった 

【固有の場所など】 

天平の丘公園桜祭り、国分寺尼寺のお花見 

かかしまつり 

しもつけサマーフェスティバルｉｎいしばし 

夏祭りＳｈｉｍｏｔｓｕｋｅつなげる未来 

祇園原公園での住民交流イベント 

エコライフ祭り 

きらら館で行われる花火大会 

自治医大の学祭 

ひとや 

地域のこと 

・市外からの移住者や子どもたちに優しい人が多い 

・地域住民 

・住んでいる人達がほのぼの 

・グリーンタウンを中心とする、レベルの高い住民層 

・常識人が多い（犯罪が少ない） 

・声優の下野紘さんが、輝け下野エール大使になったこと 

・何もない。良く言えばのんびりしている 

・市の議会が良く見える下野市である 
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問 11-２ 下野市にあったら良いと思うスポット、欲しいもの、やりたいことはあ

りますか。＜自由意見欄＞ 

分 類 主な意見 

保健福祉関連 ▶ 医療体制について 

・産婦人科、内科、眼科、整形外科等、耳鼻科、皮膚科 

・リハビリステーション 

・在宅での訪問医療の充実 

・認知症の人のための場所 

・夜間専用医療施設 

・医療バス 

▶ 健康づくりについて 

・ウォーキングを積極的にできるスマホアプリ 

・市の運営する健康施設 

・身近で気楽に、健康づくりと健康管理を行える施設 

▶ 高齢者の生活環境について 

・お年寄が気楽に安価でお茶を飲んだり、おしゃべりできる場 

・お年寄の集いの場 

・高齢者向けの施設（老健、特養等） 

・大規模高齢者専用住宅 

・高齢者が利用しやすいスポーツ施設 

・ゆうゆう館にリピーターを増やしたい 

・地域包括ケア体制 

▶ 障がい者の生活環境について 

・ＬＤ（学習障害）用の療育施設 

・障がい者就労の企業や施設（Ａ型）、住居など 

▶ 子育て環境の充実など 

・子育てサポートシステム 

・授乳できる所（大きい公園などにもあるといい） 

・子供食堂とそれに伴い、子供が集まり、宿題等できる場 

・道の駅周辺に子供が遊べる大型の公園、アスレチック施設など 

・子供が遊べる屋内施設（おもちゃ博物館のようなもの） 

・小中学生が放課後や休日に勉強、休憩、遊戯ができる施設 

・子供が様々な体験ができる施設 

・夜間や、幼稚園保育園以外に子供を預けられるところ 

・日曜もあいている児童館 

▶ 関連施設の整備について 

・ふれあい館、ゆうゆう館の充実 

・上三川町いきいきプラザのような、市民が自由に使用できる施設 

教育文化関連 ▶ 生涯学習環境について 

・40～50 代でも参加できる、土・日や夜の講座 

・かんぴょう等、下野市の特産を使った料理教室 

・デジタル機器（パソコン・スマホ等）操作の相談窓口 

・学習スペース、シェアスペース（家以外で勉強する所） 

・子どもが職業体験、見学できる仕組み 

・市役所や公民館等施設内に地域密着内容の文献・資料図書館のようなもの 

・図書館に勉強や仕事もできるエリア、カフェや食堂の併設 

・田植え体験または農業体験が各学校でできる 

・農家さん宅でのホームステイ、農作業や牛の世話など体験 

・文化芸術活動を支える拠点 

▶ 学校等の教育環境について 

・各小中学校の体育館への冷暖房完備 

・公立大学 
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・公立中高一貫校 

・男女共学の公立高校 

・中高校生の自習スペース 

・通学バス 

・通学路が安全であること 

・スマホ教育を無料で行う施設 

・市営の塾 

・小・中学校のキャリア教育の拡充 

・小学生の学習塾 

・中・高校生の学校以外での活動場所 

・同じ空間で、親がゆっくりお茶、子どもは安全に遊べる場所 

・未就学児から高齢者まで交流できる場 

▶ スポーツ環境について 

・みかもリフレッシュセンターのような市営の総合ジム 

・プールの復活 

・家族、単身者、高齢者など、誰でも楽しめる体を動かせる施設や公園 

・スポーツイベント 

▶ 文化・芸術環境について 

・市民会館 

・アート的取り組みができる場所（ホール等） 

・文化施設(ライブハウス、寄席、演劇場、美術館、博物館など) 

・薬師寺の存在をもっと広めたい 

・歴史文化の展示場 

生活環境関連 ▶ 公園の充実について 

・公園や広場、運動公園などの施設の充実、管理の徹底 

・自然と接することができるビオトープ 

・水遊びができる公園 

・アスレチックやサイクリングができる公園 

・４号線周辺に緑地公園（できるだけ面積の広いもの） 

・未来をみすえてオリンピック種目の競技を遊びの中で経験できる様な開放

された公園 

▶ 防災・防犯環境の整備について 

・災害時の備え設備（トイレ・水・電気、公共施設に蓄電池、個人家庭への

蓄電池補助金引上げ） 

・使われなくなった小学校を避難所に使えるようにする 

・街灯を増やす。 

・大松山公園に防犯カメラ 

・ＤＶ被害者などへのシェルター 

▶ まちの景観について 

・シンボリックな景観の充実（例えば駅前に噴水を造る） 

・自治医大前から続く医大通りの並木の整備 

・緑地区以外にも木と遊歩道のある街並み 

▶ 生活インフラの整備について 

・歩道や自転車専用の道 

・夏の暑さを避けて憩える施設 

▶ 住民の交流について 

・交流できる場所 

・交流を目的とした趣味の集まりの場 

▶ ＩＴ環境の整備、 

・ＩＴ化の促進 

・wifi が使える公共施設 

産業振興関連 ▶ 働く場所の充実について 
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・先端的事業推進企業や誘致 

・工業団地 

・リモートワークなどができるコワーキングスペース 

・アルバイトができる場所 

・高齢者が働ける取りくみ 

▶ まちの活性化について 

・駅周辺のにぎわい 

・多くの人が集まれる活気がある所 

・３地区（南河内、国分寺、石橋）が集うイベント 

▶ 買い物環境等の充実について 

・ショッピングモールや複合商業施設等の誘致 

・全国展開のテナント誘致 

・ＪＲ駅周辺地区の活用 

・道の駅しもつけ内の充実 

・地域の商店街 

・日常の買い物ができるバスがあれば便利 

・全国展開の有名チェーン店（飲食） 

・フードデリバリーサービスの充実 

▶ 観光・レクリエーション環境の充実について 

・観光客が来たくなる施設 

・ホテルなどの宿泊施設 

・オートキャンプばかりでなく、広く芝生を植え、普通にキャンプのできる

場所 

・コンサートや演劇を鑑賞できる施設 

・何かを題材にしたテーマパーク 

・知名度を上げ、地域振興になるコンサートやスポーツイベント 

・ゆったりとすごせる温泉施設 

・道の駅しもつけに温泉施設 

・入浴施設、宿泊施設 

・スポーツイベントの企画 

・写真映えするスポット、催し 

社会基盤整備

関連 
▶ 公共交通網の充実について 

・利用しやすい価値の高い交通手段の確保 

・東西を結ぶ LRT のような交通機関 

・ＪＲ線フリー切符の区間延長、小金井止まりの延長 

・ふれあい号（バス）のような市内循環バス（コミュニティバス）（デマン

ド号ではなく） 

・デマンドバスの利便性向上 

・市内巡回公営バス 

・市民限定の市内無料バス 

・「第二の道の駅」 

▶ 土地の有効活用について 

・全て駅周辺の充実 

・高齢化が進む自治医大周辺、住宅の若返り（不動産の流動化） 

・旧石橋町役場の跡地 

▶ 道路の整備について 

・広く路面のきれいな道路 

・高速道路 

・上三川高校から自治医大駅の道路 

▶ 自転車利用について 

・サイクリングロードの充実、サイクリング専用道路の開設 

・小金井駅西口の駐輪場 
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市民行政一般 ・市役所の大半の手続きがオンラインでできる仕組み 

・市役所に遠い為、行政等の出張所が欲しい 

・石橋、国分、南河内三町一体のもの 

・公営霊園、永代供養場 

・独身の人達が集まって、ボランティア活動をする場所 

・小学校で物作りをして販売したり、高齢者が若い人達に料理や技術指導を

できて、地域交流ができる 

・若い人達に役立つ物 
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３ 市（行政）の取り組みについて 

問12 第二次総合計画後期基本計画施策に関する満足度と重要度をお答えください。 

 

【満足度及び重要度】 

高満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた回答割合）となったのは、「医療体制

（64.7％）」で、次いで、「ごみ処理・リサイクル（49.9％）」、「上水道の整備

（46.3％）」となっており、前回調査とほぼ同様の結果となっています。 

 

高重要度（「重要」と「やや重要」を合わせた回答割合）となったのは、「医療体制

（82.2％）」で、次いで、「ごみ処理・リサイクル（77.5％）」、「防犯（75.7％）」と

なっており、経年的には「医療体制」「防犯」のいずれかが最も高くなっています。 

 

【加重平均値の算出結果】 

満足度では「医療体制(0.94)」が最も高く、次いで「上水道の整備(0.64)」、「下水道

の整備(0.64)」となっており、経年的にも上位項目は同様となっています。 

前回調査と比較して満足度が低くなったのは、「観光の振興（-0.04）」、「公共交通

の整備（0.02）」、「保健・年金（0.02）」となっており、「公共交通の整備」は前回調

査でも低位になっています。 

 

重要度では「医療体制（1.60）」が最も高く、次いで「防犯(1.45)」となっており、経

年的にも上位項目は同様となっています。 

前回調査と比較して重要度が低くなったのは、「国内交流・国際交流（0.44）」、「ま

ちづくり活動に参加する機会（0.48）」、「男女共同参画の取組（0.02）」となっていま

す。 
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5.5 

6 .0 

5 .0 

8 .1 

15 .4 

12 .1 

13.5 

9.3 

5.2 

8 .4 

9 .0 

19 .0 

10.6 

10 .5 

6 .6 

5.4 

5.2 

4.3 

7 .7 

4.9 

7 .3 

9 .0 

19 .6 

20.0 

5 .0 

4.4 

5 .1 

5 .8 

16.9 

29 .6 

34.8 

23.2 

22.5 

21 .0 

16 .5 

13 .0 

16.4 

22 .1 

15.8 

14.6 

13.9 

19.4 

32.4 

24.4 

23 .8 

19 .7 

13 .0 

16 .5 

16.5 

30 .9 

23.8 

20 .4 

16.4 

13 .2 

12.2 

10.3 

21 .0 

14 .7 

21 .3 

22 .1 

26.7 

25 .6 

11 .1 

10 .2 

12 .8 

13 .6 

22 .4 

46 .1 

25 .7 

45 .9 

49 .9 

53 .1 

58.1 

57.5 

59.6 

49 .9 

60 .0 

58.0 

58 .5 

54 .8 

33.7 

48 .5 

51.1 

52.8 

64.3 

56 .4 

43.1 

35 .4 

53 .8 

56 .3 

58.2 

54.6 

63.1 

57.3 

49.7 

60.1 

54 .1 

46 .3 

43.3 

43.5 

65 .4 

69 .7 

65.3 

60.7 

46 .4 

3.8 

3 .7 

11.2 

5 .8 

9.3 

7.1 

11.6 

7.1 

3.6 

6.9 

9.2 

11.2 

6 .4 

8.7 

5.8 

3.6 

9 .1 

6 .6 

9.0 

16 .6 

7.5 

4 .5 

4.7 

6 .7 

13.2 

7.3 

14.0 

9.1 

7 .9 

8 .7 

11 .7 

2.7 

2.8 

6.7 

4 .5 

5 .3 

8 .2 

5.5 

5 .6 

5.1 

7.6 

10.9 

6.7 

10 .0 

7.6 

8 .3 

12.0 

10 .5 

10 .3 

9 .5 

9 .9 

7 .1 

7 .8 

7 .3 

7 .0 

9.2 

7 .0 

6.7 

4.8 

6 .2 

6 .7 

10 .0 

9 .5 

10 .0 

9 .9 

8.4 

9 .3 

7 .3 

6 .2 

6 .2 

6 .5 

10 .1 

10 .0 

10.4 

9 .5 

6.6 

1.3 

0.8 

2 .1 

0 .9 

1 .9 

1 .8 

5 .0 

2.7 

1.1 

1.3 

1.8 

1 .9 

1 .4 

2 .6 

1.4 

0 .6 

2.1 

1 .7 

2 .8 

8 .1 

2.4 

1.1 

1.3 

2.1 

4.1 

2 .2 

4.2 

4 .2 

3.1 

1 .4 

4 .7 

1.6 

1.7 

1.8 

1.2 

1 .2 

2 .1 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

健康づくりへの取組

医療体制

健康づくり施設の充実

子ども・子育て支援

高齢者福祉

障がい者福祉

保険・年金

地域福祉

小中学校の教育

生涯学習を行う機会

スポーツ・レクリエーションの機会

文化・芸術活動の促進

文化遺産の保存と活用

公園・緑地の整備

自然環境の保全

消防・防災

防犯

消費者保護の取組

交通安全対策

公共交通の整備

ごみ処理・リサイクル

環境対策

公害対策

農業の振興

商業の振興

工業の振興

観光の振興

市街地整備

土地利用における秩序の確保

まちなみ景観

道路整備

上水道の整備

下水道の整備

まちづくり活動に参加する機会

男女共同参画の取組

国内交流・国際交流

市の財政運営

市役所の窓口サービス

【満足度】

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

42.1 

60.3 

32 .3 

48 .2 

43.3 

37.3 

44.3 

33.0 

47 .2 

18 .3 

14 .5 

15 .1 

18.4 

32 .8 

32.7 

47 .4 

52 .3 

25.1 

42 .5 

44 .0 

46.9 

37.2 

36 .5 

30 .8 

28 .9 

22.6 

20.2 

28.3 

24.2 

21.9 

35.5 

39 .4 

39 .7 

12 .0 

11 .7 

11 .4 

34.1 

33.9 

31.4 

21.9 

35.9 

24 .0 

28.4 

28 .7 

25 .5 

29.5 

21 .4 

32 .5 

28.5 

29.9 

32.3 

36 .9 

34 .6 

25 .7 

23.4 

31 .1 

28.5 

29.2 

30.6 

32 .1 

29 .9 

27.9 

32.0 

30 .1 

27 .4 

35 .0 

29 .3 

34.0 

34.4 

29 .6 

29 .8 

24 .0 

25.2 

23.4 

24.9 

29 .8 

13 .7 

6.7 

18 .4 

13.6 

14.7 

19.7 

17.2 

24.1 

16 .1 

31 .6 

37.7 

37 .0 

32 .0 

16.6 

19 .5 

14.5 

11 .9 

29 .7 

16.5 

14 .1 

11 .2 

18.0 

20 .2 

26 .1 

24.6 

31.2 

33.7 

22.1 

31 .1 

29.2 

17 .1 

18.4 

17 .7 

43.4 

42 .7 

43 .9 

26.8 

23.2 

0.2 

0.5 

0.1 

0.5 

0 .6 

0.5 

0 .2 

0.1 

0 .4 

0.7 

0.8 

0 .8 

0.2 

0 .1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.3 

0.5 

0 .6 

0.1 

0 .1 

0 .4 

0.0 

0 .1 

0.1 

1 .0 

1.4 

1.7 

0.1 

0.3 

0.9 

0 .3 

1.0 

0 .7 

1.7 

0 .6 

0 .7 

1.2 

0.4 

3.0 

4.6 

3.3 

2.5 

1.2 

0.8 

0 .2 

0.3 

0.6 

0.5 

0.9 

0 .6 

0 .5 

0 .9 

0 .7 

1.0 

1.8 

4 .5 

0 .7 

1.2 

1.8 

0 .8 

0 .3 

0 .3 

4.7 

4.3 

5 .3 

0 .8 

0 .8 

11.7 

10.9 

11 .9 

13.4 

11 .5 

12.9 

11.8 

12.0 

14.8 

14.1 

14 .0 

13.9 

14.0 

12.3 

12.3 

12.2 

12 .1 

13 .3 

12.0 

11.6 

10 .7 

12.3 

12 .4 

14 .2 

13 .5 

13 .8 

13 .5 

13 .8 

14.0 

12.8 

12.2 

12.3 

12.5 

14.8 

14 .7 

14 .4 

13 .3 

12.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【重要度】

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない 無回答

【満足度・重要度一覧】 
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加重平均値【満足度】：「満足」×２＋「やや満足」×１－「やや不満」×１－「不満」×２÷ 

（無回答を除く回答者数） 

加重平均値【重要度】： 「重要」×２＋「やや重要」×１－「あまり重要でない」×１－「重要でな

い」×２÷（無回答を除く回答者数） 

  

【加重平均値一覧】 

1-①健康づくりへの取組 0.53 1.29 Ⅱ

1-②医療体制 0.94 1.60 Ⅱ

1-③健康づくり施設の充実 0.30 1.12 Ⅱ

1-④子ども・子育て支援 0.39 1.38 Ⅱ

1-⑤高齢者福祉 0.25 1.27 Ⅰ

1-⑥障がい者福祉 0.21 1.17 Ⅰ

1-⑦保険・年金 0.02 1.27 Ⅰ

1-⑧地域福祉 0.17 1.07 Ⅰ

2-①小中学校の教育 0.44 1.35 Ⅱ

2-②生涯学習を行う機会 0.19 0.76 Ⅲ

2-③スポーツ・レクリエーションの機会 0.15 0.60 Ⅲ

2-④文化・芸術活動の促進 0.10 0.64 Ⅲ

2-⑤文化遺産の保存と活用 0.29 0.75 Ⅳ

3-①公園・緑地の整備 0.53 1.15 Ⅱ

3-②自然環境の保全 0.43 1.13 Ⅱ

3-③消防・防災 0.50 1.37 Ⅱ

3-④防犯 0.27 1.45 Ⅰ

3-⑤消費者保護の取組 0.15 0.93 Ⅲ

3-⑥交通安全対策 0.20 1.28 Ⅰ

3-⑦公共交通の整備 0.02 1.31 Ⅰ

3-⑧ごみ処理・リサイクル 0.60 1.39 Ⅱ

3-⑨環境対策 0.41 1.21 Ⅱ

3-⑩公害対策 0.37 1.16 Ⅱ

4-①農業の振興 0.21 1.03 Ⅲ

4-②商業の振興 0.03 1.03 Ⅲ

4-③工業の振興 0.12 0.84 Ⅲ

4-④観光の振興 -0.04 0.72 Ⅲ

5-①市街地整備 0.21 1.05 Ⅲ

5-②土地利用における秩序の確保 0.11 0.89 Ⅲ

5-③まちなみ景観 0.26 0.86 Ⅲ

5-④道路整備 0.20 1.19 Ⅰ

5-⑤上水道の整備 0.64 1.23 Ⅱ

5-⑥下水道の整備 0.64 1.24 Ⅱ

6-①まちづくり活動に参加する機会 0.12 0.48 Ⅲ

6-②男女共同参画の取組 0.13 0.49 Ⅲ

6-③国内交流・国際交流 0.17 0.44 Ⅲ

6-④市の財政運営 0.14 1.06 Ⅰ

6-⑤市役所の窓口サービス 0.49 1.09 Ⅱ

領域基本計画施策
満足度
(点数)

重要度
(点数)
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【満足度×重要度散布図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ象限：満足度「低」×重要度「高」 第Ⅱ象限：満足度「高」×重要度「高」 

第Ⅲ象限：満足度「低」×重要度「低」 第Ⅳ象限：満足度「高」×重要度「低」 
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問13 下野市のまちづくり全体への満足度について、最もあなたのお気持ちに近い

ものはどれですか。 

「普通」が 40.6％で最も高く、次いで「やや満足」が 34.4％となっています。 

経年的に見ると「満足」と「やや満足」を合わせた割合は増加してきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総数 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

1,082 109 372 439 78 24 60

100.0% 10.1% 34.4% 40.6% 7.2% 2.2% 5.5%

505 46 186 192 44 12 25

100.0% 9.1% 36.8% 38.0% 8.7% 2.4% 5.0%

549 61 178 240 33 9 28

100.0% 11.1% 32.4% 43.7% 6.0% 1.6% 5.1%

28 2 8 7 1 3 7

100.0% 7.1% 28.6% 25.0% 3.6% 10.7% 25.0%

88 18 30 27 5 1 7

100.0% 20.5% 34.1% 30.7% 5.7% 1.1% 8.0%

118 19 50 33 9 4 3

100.0% 16.1% 42.4% 28.0% 7.6% 3.4% 2.5%

155 21 68 50 12 3 1

100.0% 13.5% 43.9% 32.3% 7.7% 1.9% 0.6%

166 16 68 66 8 4 4

100.0% 9.6% 41.0% 39.8% 4.8% 2.4% 2.4%

188 8 54 100 13 2 11

100.0% 4.3% 28.7% 53.2% 6.9% 1.1% 5.9%

244 18 74 105 21 9 17

100.0% 7.4% 30.3% 43.0% 8.6% 3.7% 7.0%

111 7 26 55 10 1 12

100.0% 6.3% 23.4% 49.5% 9.0% 0.9% 10.8%

12 2 2 3 0 0 5

100.0% 16.7% 16.7% 25.0% 0.0% 0.0% 41.7%

369 28 146 138 30 10 17

100.0% 7.6% 39.6% 37.4% 8.1% 2.7% 4.6%

365 43 108 161 26 8 19

100.0% 11.8% 29.6% 44.1% 7.1% 2.2% 5.2%

336 38 115 138 21 6 18

100.0% 11.3% 34.2% 41.1% 6.3% 1.8% 5.4%

12 0 3 2 1 0 6

100.0% 0.0% 25.0% 16.7% 8.3% 0.0% 50.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

10.1 

7.6 

5.8

34.4 

33.7 

28.3

40.6 

43.7 

46.7

7.2 

9.5 

11.3

2.2 

3.7 

2.9

5.5 

1.8 

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

全体の満足度

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答



42 

４ 下野市での普段の「暮らし」について 

問 14 あなたは、下野市で生活していて幸せだと感じますか。また、その理由を具

体的にお書きください。 

「幸せだと感じている」が 70.5％で最も高い一方、「無回答」も 21.0％となっていま

す。また、60 代以上の方が「幸せだと感じている」割合が低く、「無回答」の割合が高

くなっています。 

経年的に見ると「幸せだと感じている」割合は若干低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総数 幸せだと感じ
ている

幸せだと感じ
ていない

無回答

1,082 763 92 227

100.0% 70.5% 8.5% 21.0%

505 349 51 105

100.0% 69.1% 10.1% 20.8%

549 401 40 108

100.0% 73.0% 7.3% 19.7%

28 13 1 14

100.0% 46.4% 3.6% 50.0%

88 74 9 5

100.0% 84.1% 10.2% 5.7%

118 89 15 14

100.0% 75.4% 12.7% 11.9%

155 126 17 12

100.0% 81.3% 11.0% 7.7%

166 128 10 28

100.0% 77.1% 6.0% 16.9%

188 111 22 55

100.0% 59.0% 11.7% 29.3%

244 163 13 68

100.0% 66.8% 5.3% 27.9%

111 68 6 37

100.0% 61.3% 5.4% 33.3%

12 4 0 8

100.0% 33.3% 0.0% 66.7%

369 264 31 74

100.0% 71.5% 8.4% 20.1%

365 250 32 83

100.0% 68.5% 8.8% 22.7%

336 246 28 62

100.0% 73.2% 8.3% 18.5%

12 3 1 8

100.0% 25.0% 8.3% 66.7%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

70.5 

77.0 

75.1

8.5 

13.5 

11.5

21.0 

9.5 

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

幸福感

幸せだと感じている 幸せだと感じていない 無回答
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＜幸せだと感じている理由（自由意見欄から主な内容を整理）＞ 

○大きな災害が少なく、治安も比較的良いため安心して生活できる 

○自治医科大学病院をはじめ、市内に医療機関が充実している 

○ＪＲ宇都宮線の駅が市内に３つあり、県内では鉄道による広域交通利便性が高い地域

である 

○日常生活に不自由を感じていない（買い物、銀行、公共の窓口、医療、全てにおいて

今のところ不満はない） 

○比較的子育て支援策が充実している 

○今の生活に満足できる。自分らしい生活ができる 

○自然が豊かで、風景や街並みがよいところがたくさんある 

○健康・元気でいられる 

○この土地が生まれ育ってきたので愛着がある 

○コミュニティのつながりが活きていて、家族と一緒にいられる 

 

＜幸せだと感じていない理由（自由意見欄から主な内容を整理）＞ 

○車がないとどこへも行けない。老後の生活の足への不安がある 

○１０年後、２０年後を考えると、近くに生活用品を買えるようなお店がコンビニくら

いしかなくて不安 

○施設にいる高齢な親、離れている子供の勉学など、不安なことがいくつかある 

〇近所が過干渉で、のびのびとした暮らしができない 

○生活利便性の地域格差の存在 

○若い世代が働きやすい（住みたい）環境にしてほしい 

〇定年後も働けるような企業がほとんどない 

○子供を育てるには、施設や設備が余り対応していない 

○他県と比較して、子育て、高齢者、地域何を取っても劣っている 

○昔から住んでいる人が多く、班やしきたりにこだわり過ぎる 

 

  



44 

問 15 あなたが「幸せ」であるために重要だと思うことは何ですか。 

＜複数回答＞ 

「健康状況」が 71.6％で最も高く、次いで「家計の状況（所得・消費）」が 58.8％と

なっています。年齢別に集計して見ると、40 歳代以下の年代では「家計の状況（所得・

消費）」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

  

71.6

58.8

34.0

30.7

14.7

13.7

13.6

11.7

9.3

6.2

5.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80%

健康状況

家計の状況（所得・消費）

家族関係

精神的なゆとり

就業状況（仕事の有無・安定）

趣味、社会貢献などの生きがい

自由な時間

充実した余暇

友人関係

地域コミュ二ティとの関係

仕事の充実度

職場の人間関係

総数 家計の状
況（所得・
消費）

就業状況
（仕事の
有無・安
定）

健康状況 自由な時
間

充実した
余暇

仕事の充
実度

精神的な
ゆとり

趣味、社
会貢献な
どの生き
がい

家族関係 友人関係 職場の人
間関係

地域コミュ
二ティとの
関係

無回答

1,082 636 159 775 147 127 58 332 148 368 101 26 67 59

100.0% 58.8% 14.7% 71.6% 13.6% 11.7% 5.4% 30.7% 13.7% 34.0% 9.3% 2.4% 6.2% 5.5%

505 295 77 347 73 70 33 150 87 173 30 9 37 24

100.0% 58.4% 15.2% 68.7% 14.5% 13.9% 6.5% 29.7% 17.2% 34.3% 5.9% 1.8% 7.3% 4.8%

549 331 80 413 70 56 24 177 61 189 70 17 28 24

100.0% 60.3% 14.6% 75.2% 12.8% 10.2% 4.4% 32.2% 11.1% 34.4% 12.8% 3.1% 5.1% 4.4%

28 10 2 15 4 1 1 5 0 6 1 0 2 11

100.0% 35.7% 7.1% 53.6% 14.3% 3.6% 3.6% 17.9% 0.0% 21.4% 3.6% 0.0% 7.1% 39.3%

88 50 24 33 32 22 3 26 18 24 9 9 1 1

100.0% 56.8% 27.3% 37.5% 36.4% 25.0% 3.4% 29.5% 20.5% 27.3% 10.2% 10.2% 1.1% 1.1%

118 84 19 66 25 16 5 37 14 55 4 7 5 1

100.0% 71.2% 16.1% 55.9% 21.2% 13.6% 4.2% 31.4% 11.9% 46.6% 3.4% 5.9% 4.2% 0.8%

155 101 38 97 30 25 8 46 11 62 12 5 7 3

100.0% 65.2% 24.5% 62.6% 19.4% 16.1% 5.2% 29.7% 7.1% 40.0% 7.7% 3.2% 4.5% 1.9%

166 116 39 129 17 13 14 61 13 59 10 3 5 4

100.0% 69.9% 23.5% 77.7% 10.2% 7.8% 8.4% 36.7% 7.8% 35.5% 6.0% 1.8% 3.0% 2.4%

188 110 16 154 13 18 13 66 37 57 12 1 11 11

100.0% 58.5% 8.5% 81.9% 6.9% 9.6% 6.9% 35.1% 19.7% 30.3% 6.4% 0.5% 5.9% 5.9%

244 133 19 204 19 27 13 69 34 73 34 1 20 20

100.0% 54.5% 7.8% 83.6% 7.8% 11.1% 5.3% 28.3% 13.9% 29.9% 13.9% 0.4% 8.2% 8.2%

111 39 4 88 10 6 2 27 20 35 20 0 18 12

100.0% 35.1% 3.6% 79.3% 9.0% 5.4% 1.8% 24.3% 18.0% 31.5% 18.0% 0.0% 16.2% 10.8%

12 3 0 4 1 0 0 0 1 3 0 0 0 7

100.0% 25.0% 0.0% 33.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 58.3%

369 214 55 271 51 33 22 121 53 136 32 9 21 17

100.0% 58.0% 14.9% 73.4% 13.8% 8.9% 6.0% 32.8% 14.4% 36.9% 8.7% 2.4% 5.7% 4.6%

365 220 49 248 52 43 18 117 49 123 35 10 23 20

100.0% 60.3% 13.4% 67.9% 14.2% 11.8% 4.9% 32.1% 13.4% 33.7% 9.6% 2.7% 6.3% 5.5%

336 199 55 252 43 51 18 93 46 107 33 7 21 16

100.0% 59.2% 16.4% 75.0% 12.8% 15.2% 5.4% 27.7% 13.7% 31.8% 9.8% 2.1% 6.3% 4.8%

12 3 0 4 1 0 0 1 0 2 1 0 2 6

100.0% 25.0% 0.0% 33.3% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 16.7% 8.3% 0.0% 16.7% 50.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答
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問 16 あなたは、過去 1 年間に、自治会、NPO、ボランティア等の活動にどの程

度参加していますか。 

「参加したことがない」が 39.9％で最も高く、次いで「ときどき参加している」が

26.8％となっています。経年的に見ると「積極的に参加している」と「ときどき参加して

いる」を合わせた割合がやや低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

  

総数 積極的に参
加している

ときどき参加
している

あまり参加し
たことがない

参加したこと
がない

無回答

1,082 98 290 214 432 48

100.0% 9.1% 26.8% 19.8% 39.9% 4.4%

505 63 139 99 187 17

100.0% 12.5% 27.5% 19.6% 37.0% 3.4%

549 33 147 114 233 22

100.0% 6.0% 26.8% 20.8% 42.4% 4.0%

28 2 4 1 12 9

100.0% 7.1% 14.3% 3.6% 42.9% 32.1%

88 3 10 19 54 2

100.0% 3.4% 11.4% 21.6% 61.4% 2.3%

118 4 24 23 66 1

100.0% 3.4% 20.3% 19.5% 55.9% 0.8%

155 13 42 28 70 2

100.0% 8.4% 27.1% 18.1% 45.2% 1.3%

166 9 42 38 74 3

100.0% 5.4% 25.3% 22.9% 44.6% 1.8%

188 22 59 40 55 12

100.0% 11.7% 31.4% 21.3% 29.3% 6.4%

244 36 79 42 70 17

100.0% 14.8% 32.4% 17.2% 28.7% 7.0%

111 9 34 24 40 4

100.0% 8.1% 30.6% 21.6% 36.0% 3.6%

12 2 0 0 3 7

100.0% 16.7% 0.0% 0.0% 25.0% 58.3%

369 30 124 67 140 8

100.0% 8.1% 33.6% 18.2% 37.9% 2.2%

365 30 84 79 155 17

100.0% 8.2% 23.0% 21.6% 42.5% 4.7%

336 38 82 68 133 15

100.0% 11.3% 24.4% 20.2% 39.6% 4.5%

12 0 0 0 4 8

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答

9.1 

10.5 

9.4

26.8 

28.6 

24.1

19.8 

22.6 

24.5

39.9 

35.5 

36.8

4.4 

2.8 

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査(令和６年)

前回調査(令和元年)

前々回調査（平成26年）

地域活動への参加

積極的に参加している ときどき参加している あまり参加したことがない

参加したことがない 無回答
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(問 16 で「３．」「４．」と回答された方) 

その理由は次のうちのどれですか。 

「活動に参加する時間がない」が 26.6％で最も高く、次いで「活動をするきっかけがな

い」が 25.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活動に関心がない, 

17.6%

活動をするきっかけがない, 

25.5%

活動がわずらわしい, 6.0%

活動に参加する時

間がない, 26.6%

活動についての情報

がない, 11.0%

どこに問い合わせれ

ばいいかわからない, 

1.9%
その他, 

9.4%

無回答, 1.9%

総数 活動に関
心がない

活動をする
きっかけが
ない

活動がわ
ずらわしい

活動に参
加する時間
がない

活動につい
ての情報が
ない

どこに問い
合わせれ
ばいいかわ
からない

その他 無回答

646 114 165 39 172 71 12 61 12

100.0% 17.6% 25.5% 6.0% 26.6% 11.0% 1.9% 9.4% 1.9%

286 60 72 25 75 29 5 18 2

100.0% 21.0% 25.2% 8.7% 26.2% 10.1% 1.7% 6.3% 0.7%

347 52 91 14 94 40 6 41 9

100.0% 15.0% 26.2% 4.0% 27.1% 11.5% 1.7% 11.8% 2.6%

13 2 2 0 3 2 1 2 1

100.0% 15.4% 15.4% 0.0% 23.1% 15.4% 7.7% 15.4% 7.7%

73 16 15 1 23 11 4 2 1

100.0% 21.9% 20.5% 1.4% 31.5% 15.1% 5.5% 2.7% 1.4%

89 24 18 6 25 11 1 2 2

100.0% 27.0% 20.2% 6.7% 28.1% 12.4% 1.1% 2.2% 2.2%

98 15 22 5 39 12 1 4 0

100.0% 15.3% 22.4% 5.1% 39.8% 12.2% 1.0% 4.1% 0.0%

112 17 30 7 37 11 1 7 2

100.0% 15.2% 26.8% 6.3% 33.0% 9.8% 0.9% 6.3% 1.8%

95 21 28 7 24 8 0 6 1

100.0% 22.1% 29.5% 7.4% 25.3% 8.4% 0.0% 6.3% 1.1%

112 12 42 8 20 11 4 14 1

100.0% 10.7% 37.5% 7.1% 17.9% 9.8% 3.6% 12.5% 0.9%

64 9 10 5 3 7 1 25 4

100.0% 14.1% 15.6% 7.8% 4.7% 10.9% 1.6% 39.1% 6.3%

3 0 0 0 1 0 0 1 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3%

207 39 55 16 52 20 3 20 2

100.0% 18.8% 26.6% 7.7% 25.1% 9.7% 1.4% 9.7% 1.0%

234 44 58 13 56 30 4 24 5

100.0% 18.8% 24.8% 5.6% 23.9% 12.8% 1.7% 10.3% 2.1%

201 31 52 10 63 21 5 15 4

100.0% 15.4% 25.9% 5.0% 31.3% 10.4% 2.5% 7.5% 2.0%

4 0 0 0 1 0 0 2 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答
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問 17 まちの美化や文化スポーツ活動等市民同士が協力して様々なまちづくりが

行われていますが、あなたは下野市で行われているどのような活動に参加したい

ですか。＜複数回答＞ 

「市をきれいにする（清掃・あきかん拾いなど）活動」が 28.3％で最も高く、次いで

「身近な地域でのお祭り」が 22.4％となっています。 

年齢別に集計して見ると、「30 歳代」と「40 歳代」では「身近な地域でのお祭り」が

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

 

 

 

 

  

28.3

22.4

21.6

17.7

14.6

11.2

9.6

6.8

5.5

4.4

4.0

3.5

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

市をきれいにする（清掃・あきかん拾いなど）活動

身近な地域でのお祭り

自然を守る活動

花や木を植える活動

体育スポーツ活動や健康づくりに関する活動

お年寄りや障がいのある人へのボランティア活動

子ども会活動などの地域の子どもの活動への指導や応

援活動

国際交流の活動

身近な地域での運動会

人権を大切にする活動

伝統芸能をつたえる活動

昔の遊びを体験する活動

総数 自然を守
る活動

市をきれ
いにする
（清掃・あ
きかん拾
いなど）活
動

花や木を
植える活
動

お年寄り
や障がい
のある人
へのボラ
ンティア活
動

伝統芸能
をつたえ
る活動

昔の遊び
を体験す
る活動

身近な地
域でのお
祭り

身近な地
域での運
動会

人権を大
切にする
活動

国際交流
の活動

子ども会
活動など
の地域の
子どもの
活動への
指導や応
援活動

体育ス
ポーツ活
動や健康
づくりに関
する活動

交通安
全、防犯・
防災、災
害救援に
関する活
動

来訪者へ
の下野市
の紹介・
案内など
のおもて
なし活動

その他 特にない 無回答

1,082 234 306 192 121 43 38 242 60 48 74 104 158 134 35 18 245 79

100.0% 21.6% 28.3% 17.7% 11.2% 4.0% 3.5% 22.4% 5.5% 4.4% 6.8% 9.6% 14.6% 12.4% 3.2% 1.7% 22.6% 7.3%

505 125 149 68 42 21 18 127 39 15 27 45 94 80 18 8 110 33

100.0% 24.8% 29.5% 13.5% 8.3% 4.2% 3.6% 25.1% 7.7% 3.0% 5.3% 8.9% 18.6% 15.8% 3.6% 1.6% 21.8% 6.5%

549 105 151 120 78 21 20 113 21 33 47 58 64 51 17 10 130 34

100.0% 19.1% 27.5% 21.9% 14.2% 3.8% 3.6% 20.6% 3.8% 6.0% 8.6% 10.6% 11.7% 9.3% 3.1% 1.8% 23.7% 6.2%

28 4 6 4 1 1 0 2 0 0 0 1 0 3 0 0 5 12

100.0% 14.3% 21.4% 14.3% 3.6% 3.6% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 10.7% 0.0% 0.0% 17.9% 42.9%

88 26 16 17 8 6 3 23 7 4 15 10 13 7 4 0 20 1

100.0% 29.5% 18.2% 19.3% 9.1% 6.8% 3.4% 26.1% 8.0% 4.5% 17.0% 11.4% 14.8% 8.0% 4.5% 0.0% 22.7% 1.1%

118 26 33 22 9 3 3 44 9 3 14 24 19 14 2 2 24 2

100.0% 22.0% 28.0% 18.6% 7.6% 2.5% 2.5% 37.3% 7.6% 2.5% 11.9% 20.3% 16.1% 11.9% 1.7% 1.7% 20.3% 1.7%

155 36 37 20 11 5 4 43 9 4 17 29 19 26 7 4 38 1

100.0% 23.2% 23.9% 12.9% 7.1% 3.2% 2.6% 27.7% 5.8% 2.6% 11.0% 18.7% 12.3% 16.8% 4.5% 2.6% 24.5% 0.6%

166 32 60 31 26 5 4 41 11 5 12 13 25 21 9 1 35 5

100.0% 19.3% 36.1% 18.7% 15.7% 3.0% 2.4% 24.7% 6.6% 3.0% 7.2% 7.8% 15.1% 12.7% 5.4% 0.6% 21.1% 3.0%

188 42 51 34 23 12 6 35 5 10 9 14 27 26 5 4 48 16

100.0% 22.3% 27.1% 18.1% 12.2% 6.4% 3.2% 18.6% 2.7% 5.3% 4.8% 7.4% 14.4% 13.8% 2.7% 2.1% 25.5% 8.5%

244 59 80 57 34 7 9 38 9 15 6 7 41 30 7 3 49 26

100.0% 24.2% 32.8% 23.4% 13.9% 2.9% 3.7% 15.6% 3.7% 6.1% 2.5% 2.9% 16.8% 12.3% 2.9% 1.2% 20.1% 10.7%

111 12 28 11 10 5 9 18 10 7 1 7 14 10 1 4 29 20

100.0% 10.8% 25.2% 9.9% 9.0% 4.5% 8.1% 16.2% 9.0% 6.3% 0.9% 6.3% 12.6% 9.0% 0.9% 3.6% 26.1% 18.0%

12 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 8

100.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 66.7%

369 82 115 74 45 16 13 75 13 16 28 34 57 43 12 6 80 20

100.0% 22.2% 31.2% 20.1% 12.2% 4.3% 3.5% 20.3% 3.5% 4.3% 7.6% 9.2% 15.4% 11.7% 3.3% 1.6% 21.7% 5.4%

365 71 95 62 40 11 14 91 20 19 16 31 51 42 9 5 93 29

100.0% 19.5% 26.0% 17.0% 11.0% 3.0% 3.8% 24.9% 5.5% 5.2% 4.4% 8.5% 14.0% 11.5% 2.5% 1.4% 25.5% 7.9%

336 81 96 55 36 16 11 76 27 13 30 39 50 49 14 7 70 21

100.0% 24.1% 28.6% 16.4% 10.7% 4.8% 3.3% 22.6% 8.0% 3.9% 8.9% 11.6% 14.9% 14.6% 4.2% 2.1% 20.8% 6.3%

12 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 9

100.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 75.0%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答
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５ 今後のまちづくりに関することについて 
 

問 18 あなたは、１０年後の下野市の将来像としてどれが良いと思いますか。 

＜複数回答＞ 

「交通事故・犯罪・公害・災害のない安全・安心なまち」が 67.5％で最も高く、次いで

「使いやすい交通網で通勤通学に便利なまち」が 52.0％となっています。 

年代別に集計して見ると「80 歳以上」では「高齢者や障がいを持つ人も安心して暮らせ

る福祉のまち」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.5

52.0

50.6

50.6

45.8

36.3

34.2

29.9

29.0

24.2

16.7

14.0

0% 20% 40% 60% 80%

交通事故・犯罪・公害・災害のない安全・安心なまち

使いやすい交通網で通勤通学に便利なまち

子どもたちの笑顔あふれる子育てしやすいまち

高齢者や障がいを持つ人も安心して暮らせる福祉のまち

多くの病院が集積し、先端技術による治療や質の高いサー

ビスを受けられる医療のまち

様々な企業や店舗が集まることで新しい価値が生まれる活

発なまち

子どもたちの可能性を引き出す教育の充実したまち

農業が盛んで特色ある地場産品など食が豊かなまち

豊かな自然と共生し再生可能エネルギーが普及した環境に

優しいまち

多様な文化や価値観、それぞれの生き方を認め合い、誰も

が自分らしく輝けるまち

デジタル化が進み便利で快適に暮らせるまち

地域資源や歴史遺産を活かし観光客にも魅力あるまち
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＜属性別クロス集計表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総数 使いやす
い交通網
で通勤通
学に便利
なまち

交通事
故・犯罪・
公害・災
害のない
安全・安
心なまち

豊かな自
然と共生
し再生可
能エネル
ギーが普
及した環
境に優し
いまち

多様な文
化や価値
観、それ
ぞれの生
き方を認
め合い、
誰もが自
分らしく輝
けるまち

子どもた
ちの笑顔
あふれる
子育てし
やすいま
ち

子どもた
ちの可能
性を引き
出す教育
の充実し
たまち

様々な企
業や店舗
が集まる
ことで新し
い価値が
生まれる
活発なま
ち

農業が盛
んで特色
ある地場
産品など
食が豊か
なまち

地域資源
や歴史遺
産を活か
し観光客
にも魅力
あるまち

多くの病
院が集積
し、先端
技術によ
る治療や
質の高い
サービス
を受けら
れる医療
のまち

高齢者や
障がいを
持つ人も
安心して
暮らせる
福祉のま
ち

デジタル
化が進み
便利で快
適に暮ら
せるまち

音楽・文
化イベント
やスポー
ツなどが
盛んで自
分時間を
楽しめる
まち

その他（ 無回答

1,082 563 730 314 262 547 370 393 323 151 496 547 181 314 25 50

100.0% 52.0% 67.5% 29.0% 24.2% 50.6% 34.2% 36.3% 29.9% 14.0% 45.8% 50.6% 16.7% 29.0% 2.3% 4.6%

505 270 327 134 105 248 173 171 129 80 222 217 99 154 13 16

100.0% 53.5% 64.8% 26.5% 20.8% 49.1% 34.3% 33.9% 25.5% 15.8% 44.0% 43.0% 19.6% 30.5% 2.6% 3.2%

549 285 390 175 153 293 191 212 188 68 266 317 81 155 12 24

100.0% 51.9% 71.0% 31.9% 27.9% 53.4% 34.8% 38.6% 34.2% 12.4% 48.5% 57.7% 14.8% 28.2% 2.2% 4.4%

28 8 13 5 4 6 6 10 6 3 8 13 1 5 0 10

100.0% 28.6% 46.4% 17.9% 14.3% 21.4% 21.4% 35.7% 21.4% 10.7% 28.6% 46.4% 3.6% 17.9% 0.0% 35.7%

88 55 52 27 20 54 39 31 30 11 33 25 25 40 1 0

100.0% 62.5% 59.1% 30.7% 22.7% 61.4% 44.3% 35.2% 34.1% 12.5% 37.5% 28.4% 28.4% 45.5% 1.1% 0.0%

118 73 83 27 29 77 53 46 25 9 44 31 34 41 1 1

100.0% 61.9% 70.3% 22.9% 24.6% 65.3% 44.9% 39.0% 21.2% 7.6% 37.3% 26.3% 28.8% 34.7% 0.8% 0.8%

155 83 109 47 35 87 64 60 54 26 77 60 41 51 2 1

100.0% 53.5% 70.3% 30.3% 22.6% 56.1% 41.3% 38.7% 34.8% 16.8% 49.7% 38.7% 26.5% 32.9% 1.3% 0.6%

166 81 120 56 38 91 59 76 54 24 86 98 28 38 4 5

100.0% 48.8% 72.3% 33.7% 22.9% 54.8% 35.5% 45.8% 32.5% 14.5% 51.8% 59.0% 16.9% 22.9% 2.4% 3.0%

188 103 117 54 44 77 55 63 46 26 72 101 19 49 9 13

100.0% 54.8% 62.2% 28.7% 23.4% 41.0% 29.3% 33.5% 24.5% 13.8% 38.3% 53.7% 10.1% 26.1% 4.8% 6.9%

244 113 171 75 70 117 73 78 73 37 116 152 21 63 5 16

100.0% 46.3% 70.1% 30.7% 28.7% 48.0% 29.9% 32.0% 29.9% 15.2% 47.5% 62.3% 8.6% 25.8% 2.0% 6.6%

111 52 74 27 24 43 26 35 40 17 65 75 13 30 2 7

100.0% 46.8% 66.7% 24.3% 21.6% 38.7% 23.4% 31.5% 36.0% 15.3% 58.6% 67.6% 11.7% 27.0% 1.8% 6.3%

12 3 4 1 2 1 1 4 1 1 3 5 0 2 1 7

100.0% 25.0% 33.3% 8.3% 16.7% 8.3% 8.3% 33.3% 8.3% 8.3% 25.0% 41.7% 0.0% 16.7% 8.3% 58.3%

369 187 246 118 86 184 132 130 105 47 168 183 60 102 10 12

100.0% 50.7% 66.7% 32.0% 23.3% 49.9% 35.8% 35.2% 28.5% 12.7% 45.5% 49.6% 16.3% 27.6% 2.7% 3.3%

365 193 246 95 79 187 118 135 113 41 161 200 63 108 9 15

100.0% 52.9% 67.4% 26.0% 21.6% 51.2% 32.3% 37.0% 31.0% 11.2% 44.1% 54.8% 17.3% 29.6% 2.5% 4.1%

336 182 235 100 96 175 119 125 103 62 166 161 58 103 6 15

100.0% 54.2% 69.9% 29.8% 28.6% 52.1% 35.4% 37.2% 30.7% 18.5% 49.4% 47.9% 17.3% 30.7% 1.8% 4.5%

12 1 3 1 1 1 1 3 2 1 1 3 0 1 0 8

100.0% 8.3% 25.0% 8.3% 8.3% 8.3% 8.3% 25.0% 16.7% 8.3% 8.3% 25.0% 0.0% 8.3% 0.0% 66.7%

居
住
地
区

南河内地区

石橋地区

国分寺地区

無回答

年
齢

18～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答

性
別

総数

男性

女性

無回答
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問19 下野市が「人や企業から選ばれる自治体」となるためには、何が必要でしょ

うか。＜自由意見欄＞ 

分 類 主な意見 

保健福祉

関連 

 子育てによい環境づくり 

 育児の弱者への支援 

 弁護士など、専門知識が必要な時の相談窓口（ＤＶ相談はしにくい雰囲気

があり、児童相談では専門的な相談ができなかったため） 

 高齢女性の働く場所 

 給食費無償など尖った政策 

 お金に困らず子供が育てやすい町 

教育文化

関連 

 教育の充実（英語教育、情報・工学系の教育に特化） 

 自然を愛する心や、他の人を思いやる気持ちを育てる教育 

生活環境

関連 

 きれいな環境と土地の整備 

 安全な暮らし及び安全な勤めができるような自治体 

 治安がいいのが一番 

 コミュニティバスの増設などの交通機関の利便性向上 

 交通の利便性、物流コスト削減などの推奨 

産業振興

関連 

 人の目、興味を引ける物を作る（食べ物なら、かんぴょう・しもつかれ以

外の物） 

 駅前、駅周辺の開発・活性化 

 美味しくてお酒落で安い飲食店のある町 

 整備すべき所と守るところの仕分けをする 

 駅の近くのホテル・宿泊所施設（会議・イベント・医療機関の通院などに

不可欠） 

 宿泊施設 

 企業誘致 

社会基盤

整備関連 

 夜、明るい町づくり 

 人、企業に通う人々にとって充実したライフライン 

 生活するうえで、充実した施設があること 

 下野市をつなぎ、小山市・宇都宮市に高速道路に行きやすい広い新しい道

路（真岡市のテクノ通りのような） 

市民行政

一般 

 ＡＩに造詣が深いアイデアと行動力のあるリーダーとそのリーダーについ

て行ける部下による行政 

 周囲の自治体の様子見ではなく、他の自治体に先んじた動き 

 市民平等、自殺者数０、弱者に優しいまちづくり 

 不満や不平のある人から意見を聞く 

 自然や交通網に恵まれた立地にあり、潜在的ポテンシャルを秘めた下野市

をもっと自信を持ってアピールする 

 他の自治体がやらない市民を幸せにする新たな取り組みを積極的に取り込

む 
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６ 自由意見 

最後に下野市について、ご意見・ご要望等があれば何でも結構ですのでご記入くだ

さい。 
＜第二次後期基本計画の目標区分ごとに関係するご意見を抜粋＞ 
目標１（１）いきいき暮らせる健康づくり 

・全体的に生活に不便も感じないが、活気もない気がする。 

・知名度を向上できるように対策が必要だと思う。 

・色々な事を拡大してお金をかけるよりも、医療等で栃木で１番を目指すような、市政運営をした

方が、今後の下野市の発展につながる気がする。 

・自治医科大学病院の開放。市内にはあまり個人病院が少ない、片寄っている。 

・子ども医療費の無償化延長は大変ありがたい。 

・健康診断など、より多くの検査を受けられるような補助金を出して欲しい。 

・プレミアム商品券を、もっとお得になるような金額にして欲しい。 

・とても住みやすい街だと思うが、医療施設やお店がもう少し充実していると助かる。 

・ふれあい館をもっと充実させてほしい。（上三川のイキイキのように） 

目標１（２）子育て家庭を支援する環境づくり 

・保育園や幼稚園、児童手当の収入による「差別」をなくす。 

・働いていない期間でも保育園等に預けられるようになるといい。 

・子育て支援が充実すると嬉しい。 

・多子世帯に対して、もっとサービスしてほしい（たとえば送迎サービスなど）。 

・有料ボランティアのファミリーサポートセンターも使いたいが、お金が出せず使えない。 

・少子化が進んでいる今だからこそ、子どもたちにとっての本当の幸せが叶えられる環境を見極め

てほしい。モノとカネがあっても、一番大事なのはやはり「ヒト」だと思う。 

・子育てしやすい街であれば長く住みたいと思う。 

・子どもたちが幸せで暮らしやすい未来になるように、子供支援に力を入れていただきたい。 

・子ども、子育てに優しい街にしてほしい。 

・税金を少しでもいいから減らしてほしい。 

・結婚を機に仕事をやめ、妊娠、出産後に、平日午前中だけ短時間で働きたいが、働き口がない。 

・社会復帰は、子供がある程度育つまでは難しいと感じる。 

目標１（３）高齢者が元気で暮らせる体制づくり 

・免許返納後の交通手段、自由に依頼できる所がほしい。 

・高齢の親を看るために結婚しない６０歳以上の人たちへの結婚支援。 

・一人でいる者が多ければ、今後、それだけ一人暮らしの高齢者が増える。 

・高齢者の結婚支援は他の市にはなく、差別化できる。 

・石橋地区に高齢者が使用するグラウンドが少ない（土・日曜）。 

・老夫婦で国民年金暮し。万一の時や、一人暮しになった時の対策が分からず不安。 

・高齢者が多いので、病院・スーパーなどに行くことが便利であってほしい。 

・高齢化社会に向けて、福祉・介護を担う人材の確保、日常生活支援の強化、受け入れ施設の充実

など、老後も安心して暮らせる街づくりが必要だと思う。 

・高齢化が進んでくると、出かける足が必要。コミュニティバスの充実を望む。 

・高齢になり免許返納をした場合、デマンドバス、タクシーは、時間の制限などで利用しにくい。 

・月に１～２回など、タクシーの利用（市内）に振り向けてほしい。 

・住民の高齢化に対する市としての健康維持やボランティアの充実。 

・運転しなくなった時のおでかけ号の利用のしかた。 

・免許返納後の足がない。市内循環バス等の充実を願う。 

・おでかけ号についてはタクシーのようにすぐ来るのではなく、時間が予測できない為、病院に行

く時、帰る時は使いづらい。タクシーが半額になる券などあるといい。 

・免許返納者や家族が働いている人、独居の人は、下野市で車のない生活はとても不便。 

目標１（４）障害者（児）とともに生きる環境づくり 

・精神障がい者に対するきらら館やふれあい館のジム・プールの無料化。 

・本当に必要な人に届かない福祉政策を疑問に思う（福祉協議会で食料品配布方法、リモートワー
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クへの無理解、厳しい収入チェック）。 

目標１（５）誰もが安心して暮らせるまちづくり 

・魅力あるまちづくりのために、世界各地の施策を調べ研究してほしい。 

・暮らしていてよかったと思える街づくり、頑張ってください。 

・田舎のほうに住んでいても、近所づき合いが減ってきている。 

・人とのつき合いが大事と常々思っているが、まわりの人達とのつき合いが少ない。 

・車に乗れなくなったら、必然的に外出も減り、家にとじこもるようになるのではと不安になる。 

・誰もが安心して暮らせる街作りをお願いします。 

・発達の遅い息子が幸せでいられる下野市であることを願う。 

・赤ちゃんからおじいちゃん、おばあちゃんまで、みんな住みやすい制度。困っている人がいな

い。助けてくれる。教えてくれる。 

・子供たち、高齢者の住みやすい、暮らしやすい町、みんなに「やさしい」町づくりをしてもらい

たい。 

目標２（１）将来を担う人づくり 

・多文化共生、多様性が広がっているが、近年ではデメリットの部分が目立つ。 

・ 「多様性、多文化共生」はきちんと負の部分にも目を向け、ずっと未来まで下野市にはこの素晴ら

しい治安を守っていただきたい。 

・猛暑から市民の健康を守る為、市の体育館、小中学校の体育館にスポットクーラー等でもいいの

で設置してほしい。 

・学校の給食や病院・施設などの食事を無農薬や有機のものへ変更する。 

・水道は民営化せず守って欲しい。 

・子どもの居場所をつくる。学校に行かなくても農業や伝統工芸、身体を動かすなど。 

・小中学校の体育館に冷房設備を早期導入する。 

・小中学校の体育館に冷房器具を配備してほしい。 

・下野市は自治医大のおかげで大きくなった様にも思う。大人も子供も、もっと勉強して立派な町

を皆で作る様に頑張ろう。 

目標２（２）生涯にわたり学べる機会づくり 

・老人が楽しく暮らせる施設があれば良い。 

・市の健康づくり教室に多く参加でき、健康維持に大変役立っていることに感謝している。 

目標２（３）市民総スポーツ“ひとり１スポーツ”の環境づくり 

・石橋高校の甲子園出場をきっかけとしたスポーツ振興。 

・市体育館が必要。 

・公共施設として誰もが自由に利用できる、割安な総合フィットネスジム（ストレッチ、スタジ

オ、プール、浴室）があればと思う。現在ある施設は中途半端で機能が欠けている。 

・公園の中に、大人が使え、筋トレ、軽い運動ができる遊具があるよい。 

・スポーツジムを増やす。 

・廃業したスポーツクラブを下野市で買い取り、下野市で運営してもらいたい。 

目標２（４）文化芸術と文化遺産による豊かな生活環境づくり 

・歴史的文化と現代文化が混じる良い街にしてください。 

・宇都宮市茂原の焼却場に隣設されている文化施設の教室に石橋地区の住民も参加できると広報に

記載されていたが、問い合わせても話が通じなかった。 

・文化会館の建設が是非とも必要。 

・市役所は立派だが、図書館や運動施設（健康増進施設）は老朽化していたり、アクセスが悪かっ

たりと、使いごこちが悪い。 

・市民の創造力を生かすまちづくりの空間、文化交流施設が下野市にはない。 

・特に図書館は、市役所付近（市の中心部）へ立地すれば、人の流れを呼び込み、地域コミュニテ

ィの向上が期待できると思う。 

・市民ワークショップ等により、地域住民の意見をきちんと取り入れ、新進気鋭の建築設計事務所

による、シンボル的な役割を兼ねる施設が必要（例えば「太田市美術館・図書館」）。 

・下野市文化会館を是非ともつくってほしい。 

・小金井駅周辺がもっとにぎやかになってほしい。 

目標３（１）うるおいのある緑環境づくり 
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・道路わきの樹木の管理の徹底（倒木や落枝が心配）。安全安心な道路を望む。 

・自治医大へ南北に走る道のけやき並木を復活させてほしい。 

・つる巻公園の西側の植木の中に雑草が伸びていたので、刈ってほしい。 

・森林伐採が多い。 

・国分寺運動公園の管理が不十分（グラウンドの雑草、石ころ。Ｄコートの待合所の雨もり。野球

をしたあと、クイを打ったあと等、きれいに整備しない団体もある）。 

・下野市全体で景観の差が大きい。景観と利便性を大事にしてほしい。 

・電線に伸びた枝の速やかな伐採（簡単な作業は業者を頼まず自分達がたずさわれば良いと思う）。 

・花が足りない。 

目標３（２）安全・安心な生活環境づくり 

・薬師寺歴史館西方面に見えるゴミの山の早期の解決。 

・防犯カメラの設置が少ないので、要所要所に付けてもらいたい。 

・交通ミラーも危険と思うところに、つけてもらいたい。 

・防災無線をもう少し活用してほしい（下校時に子供達が呼びかける。災害時の呼びかけなど）。 

・災害時にペットと一緒に避難所で過ごせるようにしてほしい。 

・姿川サイクリングロードの街灯が少なく、暗くてこわい。街灯を多く設置してほしい。 

・宅地が増えて、林の緑が少なくなってきて、災害につながるのでは（突風、竜巻など）。 

・もう少し緑を増やしてほしい。 

・仁良川は街灯が少ないため防犯上不安になることがある。 

・家のそばにある街灯は 10 年ぐらい電気が点かず放置されている。 

・夜も安心して暮らせる街づくりに期待する。 

・市内での防犯や事件に対する姿勢に力を入れて欲しい。 

・子供が自転車で遊びに行きやすい市。歩道や街灯など。 

・公園の鳩で住宅地に被害が出ており、精神的にも苦痛。 

・住宅地内にカラスの大群がいて、糞の被害やゴミを荒らすなどの被害が出ている。状況確認と、

改善方法を考慮して頂きたい。 

・祇園 1 丁目における鳩の糞による被害を無くしてほしい。 

・街並みが暗いと人は動かない。 

・子供達に不審者による被害が及ばないように、見廻り等の強化をお願いしたい。 

・バイクによる騒音があるので、見廻りをしてほしい。 

・とても住みやすいと思う。 

・防犯パトロール・カメラ等を使って、犯罪抑止力をして行く事が大切だと思う。 

・ゴミステーションを利用する際のマナーの徹底を教育してほしい。 

・カラスによるゴミのいたずらをなくす対策をしてほしい（例えば全てのステーションを屋根つき

にする等）。 

・コウモリによる住宅への被害がひどいので、何とかしてほしい。 

目標３（３）快適に暮らせる環境づくり 

・土・日室内遊びができる（アスレチックなどの）設備が整った施設があると嬉しい。 

・姿川の土砂をさらってほしい。 

・公園の施設の撤去が多く目につく（橋やあずまやが無くなったりしている）。 

・ゴミ袋の有料化は必要かもしれないが、他の自治体の話を聞くととても不便で家計の負担が大き

いそうなので、下野市ならではの金額やサービスを期待している。 

・ゴミの分別について説明してほしい。ゴミのルールブックを活用しているが、日常で「これはど

うすればよいか？」という物がある。 

・ゴミの分別が多すぎるので、簡潔にしてほしい。 

・ゴミのカレンダーをアパートに配布してほしい。 

・ペットボトル、ダンボールの収集日を増やしてほしい。 

・ゴミステーションの設置など自治体任せではなく役所の方でもしっかり管理してもらいたい。 

・ボックス型のゴミステーションもあれば網だけの所もある。 

・本来ゴミステーションの設置や管理は役所の管轄ではないのか。 

目標４（１）地域の特性を活かした農業・農村づくり 

・農地が荒れているので（高齢者で耕作することが出来ない）農地の利用方法等。 
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・姿川西地域の交通手段。 

・農地（農業振興地域・耕作放棄地）の管理・利用計画（見直しを含む）。 

・無管理・無計画の太陽光用地パネルの弊害・景観悪化。 

・大規模駐車場のヤード化等々により、下野市全体の環境悪化、イメージダウン 

・ふるさと納税をしていましたが、かんぴょうの利用方法が分からず数年でやめてしまった。若い

人にも喜んでもらえる、味付けしてすぐ食べられるような物品があるといい。 

・住宅ばかりになったが、田園風景が減ってほしくない。 

・農家の高齢化が進んでいるが、これからも直売所で新鮮な野菜を購入できるよう、若者が農業に

チャレンジ（就農しやすい）できるような政策を考えてもらいたい。 

・自宅近くにも耕作されていない農地が目立つ。 

・下野といったら干瓢ともう一つ欲しい。 

・一次産業に若者が参加したくなる施策が必要だと思う。 

・高齢化が進み、若者が一次産業に参加しなければ地方のメリットとも言える広い土地の使い道す

らなくなり、外資系企業に土地を買われてしまう。 

目標４（２）商工業による躍進するまちづくり 

・洋服店がほしい。交番はいらない。 

・街に活気があふれなくなっている。 

・魅力ある市へ。有名店の誘致。有名企業の誘致。 

・大きな商業、レジャー施設があり、みんなが楽しめる場所がほしい。 

・他市町村からも人が集まる商業施設があれば、活気ある町になり、大企業の誘致等法人税が入

り、市の財政も豊かになると思う（壬生町のようなファナック、コストコ等）。 

・雇用を産む優良企業の積極的な誘致をお願いしたい。 

・住民をふやしたい。それには企業誘致をしてもらいたい。 

・下野市とくに自治医大駅近辺へのホテルの誘致。 

・石橋地区だけではなく、南河内、国分寺地区もしっかりと整備していってほしい。 

・石橋地区だけではなく、国分寺、薬師寺地区も開発してほしい。 

・石橋の方は便利なものが多いが、小金井にはあまりない。高齢者も買い物しやすい場がほしい。 

・仁良川の区画整理で住宅が多くなったが、スーパーがない。 

・仁良川に街灯とスーパーを作って欲しい 

・小金井駅西にスーパーマーケットがあるとよい。 

・小金井駅東地区には集中してスーパーが在るが、西地区には一軒も無いので不便。 

・駅（西東）周辺に商店が出来れば良い。 

・石橋駅周辺を見ても、学習塾と駐車場ばかりで、買物する場所、飲食をするお店がない。 

・石橋駅周辺ががもう少し活性化されると嬉しい。 

・石橋駅からの西側道路沿いの空地を何かに活用していけるとよいのでは。 

・駅前からのびる道路がさびしい。 

・大松山のプールがもったいない。 

・石橋駅（西口）商店街を活性化してほしい。 

・石橋の運動公園、図書館周辺に、ちょっとした店（パン等の販売）があるとよい。 

・旧石橋町役場跡地などへ、全国高校野球資料館等の建設をお願いしたい。設計は日本を代表する

有名建築家に（日本全国から見学者が集まるような、１日中楽しめるような施設を）。 

・自治医大地区は便利で、新しい店も増えているが、石橋地区は元役場まわりも空地だらけで、店

も減り、さびれて行く一方。駅前なのにコンビニすらなく、徒歩で夜帰宅するのも暗くて怖い。 

・石橋は、駅側には店（スーパー）、食事をする所もなくなった。車に乗れなくなったら、いずれは

買物も歩いて行くことになるので、石橋駅の方にもスーパーなどが必要。 

・石橋地区には自転車屋さんが１軒しかない。シルバー人材等が後を継いで貰いたい。 

・現在の下野市は、市役所周辺は発達しているが、旧石橋には「魅力」がなくなっている。旧石橋

をもっと活気のある地域にしてほしい。 

・電気店とａｕショップを作ってほしい。 

・手軽なファミリーレストランが自治医大に戻ってきてほしい。 

・飲食店が少なくて困る。県外からの客を案内できるところがあまりないので、どうしても市外に

でてしまいます。 
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・地産地消を促進するためにも、もっと市内に飲食店があると良い。 

・地元（もしくは県内）食材などが気軽に食べられたら、ありがたい。 

・道の駅しもつけの近くにラーメンストリートができないか。 

・これはという産業がないのが残念。 

・仕事で帰宅が２１時頃になるので、おそくまで営業しているスーパーなど、もう少し欲しい（ト

ライアルとか）。 

・近くに行きやすいカラオケ店が欲しい。遊べる施設が近くにない。 

・ 「田舎」よりも「住宅街」の印象があるが、スーパーのある場所・無い場所の差が激しい。 

・車が無い人でも買い物やウィンドウショッピングができる場所があると、移住者が増えると思

う。 

目標４（３）魅力あふれる観光まちづくり 

・史跡の整備。 

・ホテルなどがなければ観光客は来ない。 

・下野市は自然が豊かで、交通の便もよく、非常に住みやすいが、車がないと不便。 

・観光の面で交通の便の充実が必要ではないかと思う。 

目標５（１）快適に住み続けられる住環境づくり 

・農村地帯は若い世代が少なくなってきており、今後過疎化が進んでいくと思う。 

・若い人達が住みたいと思う地域づくりをお願いしたい。 

・都内から移ってきて小中高と子育てをしたが、高校卒業後は子どもは県外に行ってしまい、戻っ

てこない。大人になっても住み続けたいと思えるように、魅力のある下野市になってほしい。 

・壬生町と下野市の境に住んでいるが、土地を売買できる環境にしてほしい。 

・施設の設置、相談しやすい環境、暗い道路への街灯設置など、今後住みたいという人に対して

の、これがあったらいいなを増やしていけば良いと思う。 

・若者がいる新陳代謝のあるまちにしたい。 

・若い人たちが下野市に住み続けたいと思えるまちづくりを期待している。 

・高齢者はもちろん、青少年も住みやすい町にしてほしい。 

・現状に概ね満足はしているが、市内だけで完結している満足度ではないため、市内だけでも満足

できるような素晴らしい街づくりをお願いしたい。 

・市で管理する永代供養墓（共同墓）を作ってもらいたい（管理料なしの樹木葬・自然葬（５万～

１０万））。 

・ＪＲ線をはさんで、東西は色々な面で違いがあるので、店・住宅・道路・その他、バランスよく

してほしい。 

目標５（２）人に優しい交通環境づくり 

・歩道（自転車も乗れる）が狭くて通りにくい。 

・段差が自転車のタイヤと合わない。 

・歩行者にやさしい街になってほしい。歩行者が眼中に無い運転の仕方をするドライバー(自転車

も)が後を絶たない。 

・広くて歩きやすい歩道を整備してほしい。 

・道路の整備をしてほしい。センターラインなど消え掛かっているところがとても多く初めて通る

道など危険。 

・道路の増設と整備をお願いしたい。 

・道路の整備をお願いしたい。 

・大きな通りは計画的に舗装工事が行われているが、細い通り（住宅地等）は、なかなか整備が進

まず、穴があいている所がある。 

・細い通りについても、計画的かつスピーディーな舗装工事をお願いしたい。 

・道路のひび割れがひどいので、巡回してほしい。 

・道路がところどころボコボコしている。大きい道路はまだ良いが小さい道路は手付かずでガタガ

タなので、整備をして欲しい。 

・下野市は市内に３つの駅があるが、駅周辺の開発に市として充分に取組んでいる様に感じない。 

・市内には定期バスの運行がない。デマンドバスが運行されているが、予約が取れずに病院にも行

けないという人がいる。 

・デマンド交通は県内各行政区で運行しているが、他の行政区の運行方法を参考に出来ないか。場
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所によっては、バス停を作り定期運行をしている所もある。 

・石橋地区の線路沿いの土地開発について、道路がなく不便に感じる 

・石橋駅西口から４号線までは広い道路だが、お墓までの通路が狭く、車の通りすがりができない

ので拡幅してほしい。 

・すごく住みやすい。 

・カンピくんともっとふれあえる機会がほしい。 

・仁良川地区の道路の早期完成を望む。 

・外食には小山市か宇都宮方面に行くことが多いが、下野市もがんばってほしい。 

・小金井駅東交番から小山市荒井地区の区間を急いで工事していただきたい。 

・住宅地内の生活道路に近隣から通勤車両が流入し、安全で静かな環境に影響が出ている。 

・通り抜けしにくい道路構造や通過速度を抑制するような道にしてほしい。 

・自治医大前から薬師寺方面に向かう道路拡張工事を早期に進めて欲しい。 

・自治医大駅前の交番前の信号に右折専用の信号をつけて欲しい。 

・自治医大から、新四号、道の駅までの県道の拡幅を希望する。 

・ （現状では、自転車で安心して道の駅まで行けない）自治医大東側市道の拡幅を希望する。 

・市役所に行くのに足がないので、１日に何回かバスが出るといい。 

・買物もバスで行けるように、市内をバスが通れば良い。 

・県道４４号と、新４号が交わる立橋下の信号が分かりにくいので、改良してほしい。 

・家の前の私道（砂利道）は雨が降ると土が流れ、すぐに穴があく。毎度々穴うめが大変なので、

何とかならないか。 

・下野市にもＬＲＴやＥＶのバス・タクシーなど公共交通機関が整備されたら、もっと住みやすく

なる。 

・宇都宮線を高架にする。栃木市、古河市、桐生市はすべて高架にしている。 

・宇都宮線や４号線が走っていて、交通の便が良いところが便利でよい。 

・自然も残し、便利なところは更に便利になるとよい。 

・バス路線をもっと増やしてほしい。 

・小金井駅東からゆうゆう館・自治医大駅東・自治医大病院前・あんずの森クリニック前・イオン

までの折り返しのバス運行があるとよい。 

・デマンドがあって助かっているが、なかなかとれないのが難点。バスがあった時は、その日によ

って通る所が違って楽しかった。 

・スーパー、病院等、何でも揃っているので、不便は感じていない。 

・都内勤務者のために、小山駅に停まる新幹線を１時間にせめて２本にしてほしい。乗り換え時の

連携も悪い。 

・若い世帯の移住者を増やすには、交通の便利さは最重要だと思う。 

・夕方の小金井駅周辺が迎えの車で混雑するので、タクシー待機スペースを減らして、送迎者の待

機場所を拡張してほしい。 

・コミュニティバスなど、車がなくても生活できる交通の便。 

・コミュニティバスが町を通り、年寄の買物などに便利な様、停車場を多く設置して欲しい。 

・おでかけ号の料金を安く、一定年齢以上無料化にして欲しい。 

・住民も高齢化しており、バスの運行又は他の交通手段が必要。おでかけ号だけでは足りない。 

目標５（３）安全で快適な水環境づくり 

・水道水が、地下水 100%であることを知人に羨ましいと言われる。恵まれた資源、これからも続い

て欲しい。 

・上水道は今までどおり地下水を利用してほしい。 

・川の水に高額なお金をかける必要はない。 

・水道の水が美味しくないので改善していただきたい。 

・浄化槽が嫌だ。 

・下野市の水垢が他市と比べてもひどい。飲む気にもなれない。 

目標６（１）協働のまちづくりの体制づくり 

・市役所の市民課、他の窓口対応が他市町村よりも、ちょっと良い。質を落とさないで欲しい。 

・他の町では、相談事はひとつの窓口でＯＫの所もある→担当が窓口に来る。 

・市と住民が協力しあえる仕組みづくりが必要。 
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・今、市が何をやっているのか、分かりやすい市の活動をお願いしたい。 

・活気に乏しい。催し物も特に目新しさがなく、他市（宇都宮や小山）に目が向いてしまう。 

・地域ごとにイベント等を行なっているが、参加する方々や仕事で参加せざるをえない方々の意見

等も聞き、今後イベントを中止するか、一切やめる方がいいのかアンケート等行ってもらいたい。

一番大切なのは、行なうよりいつ止めるかの判断。 

・街おこしに若い世代の力は必要だが、自分としては老若男女全ての力が合わさって盛り立てられ

れば良いと考える。老人も若人も、どちらの笑顔も見たい。古くからの知恵と新しいアイデアが合

わさって、何か新しいことを始められたら良い。 

・問１９の質問は、観光地化したいのか、単に住人を増やしたいと言うことなのか分からない。観

光地としてであれば、上手くいっているケースを参考にすれば良いと思うが、住人からすると、騒

がしくなって住みにくくなった、ゴミが増えた等の意見も耳にするので、難しい所ではある。住人

を増やしたいということであれば、経済的支援の充実になるか。外国の方の受け入れも考えたい所

だが、問題になっている部分もある。 

・もう少し活気がほしい。若い人達主催のイベントなど増やすなど…。 

・今年初めての市役所で行われた夏祭りは、活気があり、とても良かった。来年もやってほしい。 

・若い家族の移住が増えており、活気が出て喜ばしいが、気軽に旧住民と新住民のコミュニケーシ

ョンがとれる機会が増えれば、更に喜ばしい（イベントや行事等あるが、ハードルが高い印象）。 

・なぜ花まつりの時の天平の丘の歌謡ショウをやめたのか。以前と同じ形でおこなってほしい。 

・ぜひ、ENHYPEN や&TEAM に下野市に来てもらえる機会を作って欲しい。 

・高い自治会費を払っても自治会に魅力が無い。古臭い伝統行事ばかり。 

・地域振興の名目で色々な活動が増えるが、「参加しない」自由を大切にしてもらいたい。 

・消防団の活動の簡素化。自由な時間と労力がうばわれ続けており、非常に辛い。 

・現状を維持することが大切かと思う（農業、風景、環境、地域…）。 

・その一方で何か一つ特色・特徴を打ち出せる、輝やかせることが、都市の魅力となると思う。 

・難しいが、それを考えることが、次の世代への贈り物、選ばれる街となる。 

・他自治体のまねをしないこと、総花的に色々と手を出さないことが重要。 

・結婚している人が受け取れるメリットは大きい（減税や各種支援）が、独身で結婚したい人への

支援が少ないため、少子化対策として、そういうものを支援していただける助かる。 

・税金を収めて周囲にばらまかれるような補助金はやめると良い。 

・税金も目的を持ち使用していただきたい。 

・虐待等を受けている子供達にボランティアで接し、心の支えになりたい。そのようなボランティ

アはないのか。 

・まだまだ南河内・国分寺・石橋の派閥がある。 

・しもつけ健康マイレージがあるように、ボランティア（草刈り）のマイレージもあってはいいの

では。草刈りなど業者がするとコストがかるが、業者でなくても市民ができることは、市民がやっ

た方が市に対して愛着を持つのではないか。ボランティアなのに見返りがあると思う方がいるな

ら、言葉をかえて、街並みマイレージなど。 

目標６（２）健全な行財政運営の仕組づくり 

・毎月発行している広報紙が、このデジタルな時代に必要なのか。 

・回覧板も同じ。もっと簡単に経費削減をお願いしたい。 

・収支を広報で出しているが、たぶん多くの人が理解していないと思う。小学生でも理解できるよ

うに説明したほうがよい（たとえば、ゆうゆう館の収支など）。 

・お金の流れについて、わかりやすくすることが、市民への一番の納得感だと思う。 

・市の広報を読むと、読みやすい様、理解しやすい様、工夫して書かれているのが解る。 

・何を今、論じているのか、１つを取り上げて毎号違った課題について説明があるとよい。 

・市会議員の活動ぶりも、少しずつ個人の名前を出して、質問内容等を伝えてほしい。議会だより

にまとめると、読む人は少ないと思う。もう少し工夫してもらいたい。 

・市役所のホームページをもっとわかりやすく便利にしてほしい。 

・本来備わっていた市の良い所を失わないようにして欲しい。 

・子どもや高齢者・障がい者に対応した施策は、市民すべてに優しい街づくりの基本。癒着防止の

ための職員の人事移動は短期間の担当という結果を招き、その為専門的知識の欠如を招いていると

感じている。これからの行政職は、より多くの専門的知識を身に付けないと対応できないし、これ

までの縦割りの考え方では通用しない。専門的そして応用力があり、横断的な判断や対応のできる
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人材育成と体制構築を望む。 

・障がい福祉の新しい相談体制は高く評価し期待している。それだけに担当者の力量と相談内容に

対する対応が、この制度への評価と存続にかかわってくると考える。 

・年代に偏り過ぎない行政サービスや、各種補助がされることを望む。 

・将来に向けて、下野市独自の清掃センター、及び火葬場の建設を検討してほしい。 

・生活保護を受けている人について、生活態度を注意するよう市にお願いしたが、全く応じてくれ

なかった。 

・場所によって、防災などの放送がまったく聞こえない。 

・住んでいる場所が良くないのか、屋外放送の音声が響いてしまって、よく聞き取れない。 

・緊急の放送の場合、放送と同時にスマホへのメッセージ送信などで、確実に伝わるようにしても

らいたい。 

・広報の拡声器が聞き取れない。音量、内容のハギレ等の工夫をしてほしい。 

・住みよさランキング関東上位であり、自然・災害もほとんどない、恵まれた場所。 

・若い子育て世帯への、下野市ならではの思いきった支援策が必要。（現状全然たりてない） 

・下野市に住みたいと、若い夫婦が思えるような市になるよう望む。 

・若者と高齢者のお互いの価値を、協力して新しい文化を作ってもらいたい。 

・市役所の入口にカート・シルバーカーみたいな物がおいてあるといい。 

・市役所の職員（社員）の明るい対応（接客）を望む。 

・住民（市民）があって、市役所であり、役所ということで昔かたぎで、エライという感じを受け

る。 

・明るいあいさつ、声かけをしたほうが、市民と一体化がはかれる。 

・市民税の格差をなくしてほしい。 

・市内の中でも、公共施設の充実や利便性など、地域によってどうしても差があるように思うの

で、そうした差をなくすような対策をしていってほしい。 

・市の発展を担う企業・産業・学術・研究機関を積極的に誘致すべくプロジェクトを立ち上げ、戦

略的な展開を進めてもらいたい。（将来の子供達のために！） 

・子供を持つ若い人達への子育て支援を、今まで以上にして欲しい。 

・三町合併から１８年目だが、今だに市長出身の町だけ優遇されている、その町だけ特別扱いされ

ているという声を耳にする。 

・コミュニティで直接市に要望したり、再三お願いして聞き入れてもらえないことを、議員にお願

いすると直ぐに聞き入れてもらえたということが何度もあり、解せない気持ちになった。議員がい

ない地区は、要望が市に届きにくく、逆にいる地区は要望が通りやすいのは本当か。 

・石橋中心の行政が問題。 

・旧３町の柵に捕らわれない、地域発展に進んでほしい。 

・旧３市が合併して下野市となり、歴史のある市を発展させてほしい。 

・せっかく３町が合併したのに、旧態依然として、旧町で活動しているので、もっと合併した良さ

が出せるとよいと思う。 

・議員定数の半減。市民税の軽減 

・下野市議員が多すぎる。商店も少なく、町が税金も少ないので、バランスを取ってほしい。 

・三王山地区は、跡継ぎがいなく、何年後かには空屋が多くなる。今から、その時を想定し、施策

が必要と思う。 

・最近、新たな住宅地の分譲が目につく。人口を流入させる、若者を住まわせる策としては効率的

なのだろうが、高齢化が進む自治医大前・祇園・緑地区に若者が混じっていくこと、街が若返るこ

とも重要。 

・空き家対策、相続相談などを通じ、不動産の流動化を進めるべき。 

・人口減少がさらに進行すれば、ハード・ソフトの社会資源（インフラ）の維持が困難となり、税

金等、個人負担の増、公債費増による財政破たん、公債のデフォルトなど、国家的な危機が到来す

ることは必至。そのため、人口減少＝少子化に対しては、子を産み育てることが必須。 

・環境づくりはもちろんだが、子を産み育てることこそが、人口減少対策であることを「少子化の

責任は女性」とか「女は子を産むべき」とか言わないで、全ての住民の共通の目標にし、数値目標

化すべき。 

・すべての少子化対策が、この数値目標にどれだけ貢献できるかで、優先順位、実施の可否を判断



59 

すべき。 

・自治会脱会者にもゴミカレンダー等の情報がほしい。 

・郊外（市街地調整区域）の散歩コース充実、サイクリングコース整備。 

・薪ストーブ利用者への薪調達の優遇（電力使用減） 

・行政窓口は地域のご意見番なので、常に親切で地域のファシリテーター的な役割になって欲し

い。職員の教育を徹底して欲しい。 

・市役所議員として高齢者雇用の幅を広げ、市内で活躍してもらうことが必要。 

・治安の維持がこれから特に重要、パトロール態勢の充実や、シルバー人材センターの人材活用等

工夫してほしい。 

・単身高齢者が増えていく中、安心して暮らせる（地域全体で人を守る）社会を目指して欲しい。 

・行政が何をするにもまず現状把握をしっかりとやっていただきたい。 

・ごみ収集については自治会任せだと近い将来破綻すると思う。 

・公園や体育館などの管理施設が多く、維持管理コストが大きくなっている。 

・国の意向などで削りようのない保険や生活保護費など福祉で多大な費用がかかる以上、できるこ

とできないことを明確にし、ある程度の線引きをしたうえでコストのかかる必要不可欠ではないモ

ノ・コトは廃止、縮小し健全財政を目指すべき。 

・廃校活用として本来の用途と違う目的で作られたものを無理に活用する必要はない。 

・なんでも自治体が採算度外視で用意する時代は終わっていることを公民ともに理解するべき。 

・祇園小、南河内二中、緑小の給食センター方式の施策については評価しない。 

・緑地区の空き家対策が必要。空き家は経済が停滞する。 

・総花的に施策を実施しても投資が足りず器用貧乏になって結局タメにならなかったり、東京ほど

税収がいいわけでも無いので、ある程度テーマを定めて注力したほうがいいと思う。 

・市政として優先度の高いテーマは何なのか、何をどう変えるのか、施策の想定効果はいかほど

か、施策実施後の振り返り結果はどうなったか等、市民に明確な方向性を示すとともに施策検討か

ら実施後まで透明性高く実行して欲しい。 

・結果的に無駄だったとしても、検討段階で効果が一番見込めるものとして実行しているはずなの

で、そういった振り返りを持って改善できる市政は応援できる。 

・逆に金の投下を出し渋って何のために行なったのかよく分からず、結果もなあなあにしてしまう

ような市政は応援できない。 

・下野市役所周辺の道路整備が遅れている。石橋から市役所に向かう道路が、途中ややこしい。 

・下野市役所のロビーで、くつろげる場所があれば良いと思う。例えば、待ち時間に下野市の歴史

などを学んだり、考えたり、見たり、聞いたり、ゆったりした空間があれば良いと思う。 

・下野市役所で働く市公務員の方々の市民に対する接し方が、パブリックサーバンド（公僕）とし

ての自覚に欠けていると思う。もっと市民に寄りそい、市民が市民として受けられるサービスをも

っと親身になって説明、開示して戴きたい。 

・下野市は、国際交流に力を注いでいるようだが、市民に国際交流意識が醸成されているのか。 

・下野市にも技能実習生という形で海外労働者が多く暮らしているようだが、彼らには国が定めた

最低賃金が支払われているか。１部屋に６、７人寝泊りするような劣悪な環境で生活していない

か。奴隷のように労働を搾取されていないか。 

・国際交流の基礎には人権意識がなければならない。ドイツ人とは仲良くするが、海外からの中国

人、ベトナム人、アジア、アフリカ、南米などから労働者としてやってくる人々は虐げてもよいと

いうことにはならない。 

・市長や市の幹部の人々が見て見ぬふりをして、こういう状況を放置するのだろうか。まずは海外

労働者を働かせている企業を調査すればよい。同じことが非正規労働にも言えるのではないか。 

・１自治体が率先して義を尊ぶ政治を行ってもよいのではないか。人間的な慈悲の心があれば改善

しなければならないと思うのではないか。今は国会議員、裁判所、検察、警察、知事ですら不正を

行う時代だ。下野市は正義を貫く町だと名乗るだけの勇気はないだろうか。 

・下野市の窓口を年寄りに優しく対応してほしい。 

・下野市の支所を作ってほしい（福祉課）。車での移動が困難になるため（下古山、上古山地区）。 

・市役所に出向くのが困難な高齢者のため、出張所を何ヶ所か開設してほしい。 

・役所が遠くなって不便。 

・宇都宮と比べて人口が減ってきている。理由は下野に居る魅力がないのに、税金は宇都宮と同様

に高いため。 
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・宇都宮市の助成金は高齢者に対して、優れており、宇都宮へ移住しようか迷っている。 

・以前に市役所のどの窓口だかわからずに、お願いごとがあったが、結局相談した件がなかなか返

って来ず、もっと市民の為にわかりやすく話してほしい。 

・石橋図書館の女子トイレがとても臭い。 

・より良い市をつくるため具体的な施策を盛り込んだ計画立案となることを願う。 

・ふるさと納税返礼品の充実（全国の人に下野市の魅力を知ってもらう）。 

・ふるさと納税の充実をはかってほしい。 

・霊園の拡充（市の大型霊園をつくってほしい）。 

・旧市街地の整備。 

・市の広報のあり方（全部読むのが大変で、時々読まない時がある。もっとわかりやすく、絶対読

んでほしいところはわかる様にしてほしい。） 

・ふるさと納税で魅力的な返礼品をつくり、寄付金を集める。 

・新規人口の確保や企業誘致は現市民あってのものだと思うので、波風立たないような慎重な舵取

りをお願いしたい。 

・転入手続きを担当した職員が笑顔もなく淡々と業務を進めるだけの方だった。 

・世帯分離をお願いしたのにされていなかった。 

・ひとり親家庭への支援（無料塾）が、一人ひとりに寄り添った支援とは言い難い対応だった。 

・各施設（グリム館等）の管理手入れがされてない。管理できないなら処分してはどうか。 

・各施設の利用状況を公表してほしい。 

・こんなアンケートではなく、納税者の所に足を運び会話し、生の声を聞くべき。 

・数年前、総合政策部主催の本アンケートと同様の会（市民の意見を聞く会）で出された市民の意

見は、どうなったのか。一向に聞こえてこない。俗に言う『ガス抜き』か。 

・市役所（公務員）は公僕ではない。 

・今回のようなアンケートを調査したからには、データにしてまとめるだけでなく、必ずなにかし

らの政策をとって良い方向に向かってほしい。 

・この様なアンケートは初めてであるが、今後も続けて欲しい。 

・健全な財政運営のため、企業誘致を積極的に実施して欲しい。 

・一部の地域（石橋）のみに重点を置いた政策は不可。 
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市民の皆さまには、日ごろから市政の運営につきましてご理解とご協力をいただき、誠

にありがとうございます。 

このたび下野市では、これまでの 10 年間のまちづくりの指針となってきた「第二次下

野市総合計画」の期間が満了するのに合わせ、これから 10 年のまちづくりの指針となる

「第三次下野市総合計画」を策定することとなりました。 

このアンケートは、皆さまに本市のまちづくりへの貴重なご意見をいただき、さらに住

みやすく、魅力や活気にあふれた下野市を実現するための計画策定を目指し、実施するも

のです。 

アンケートの対象者は、市内にお住いの 18 歳以上の方から 3,000 人を無作為抽出で

選ばせていただきました。 

ご回答いただきましたアンケートは、統計的にのみ処理し、個人が特定されることはあ

りません。お忙しいところ誠に恐縮ですが、皆さまのご協力をお願いいたします。 

令和６年８月 下野市長 坂村  哲也 

 封筒に記載された宛名のご本人様が回答してください。氏名を記入していただく必
要はありません。 

 設問ごとの指示に従ってご回答ください。 

 ご回答は、鉛筆または黒か青のペン、ボールペンでご記入ください。 

 調査票にご記入いただきましたら、お手数ですが、令和６年８月 30 日(金)まで 

に、同封の返信用封筒に入れてご投函ください。（切手は不要です） 

※ ＷＥＢサイトからもご回答いただけます。           <二次元コード> 

右の二次元コードをスマートフォンやタブレット等で読み取るか、 

下記のアドレス（URL）からリンク先の回答ページで８月 30 日(金） 

までに回答をお願いいたします。（本調査票の返送は不要です） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScktpztieU14TEavD6xkRjo

MBcgkgDyTEOzJZvDWv80xWz8Jg/viewform?vc=0&c=0&w=1&flr=0 
 

 ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。 

＜ お 問 い 合 わ せ 先 ＞  

 

 

 

  

下野市総合政策部 総合政策課 政策推進グループ 

〒329-0492 栃木県下野市笹原 26 番地 

TEL 0285-32-8886 FAX 0285-32-8606 

これからの下野市のまちづくりについて 
皆さまの声を聞かせてください 

～アンケート調査へのご協力のお願い～ 

※このコードは、ひとりの方が複数回回答することを避ける 
ためのもので、個人を特定するものではありません。 （調査票 ID（乱数コード）） 
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はじめに、あなたご自身についてお伺いします 

問１ あなたの性別（※）をお教えください。 

（※答えにくいという方は回答いただかなくても結構です） 

1．男性 2．女性 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。＜１つに○＞ 

1．18～20 歳代  

4．50 歳代 

7．80 歳以上 

2．30 歳代 

5．60 歳代 

 

3．40 歳代 

6．70 歳代 

 

問３ あなたはどちらにお住まいですか。＜１つに○＞ 

1．薬師寺 

4．谷地賀 

7．仁良川 

10．下吉田 

13．上川島 

16．絹板 

19．上坪山 

22．緑一丁目～六丁目 

25．中大領 

28．下石橋 

31．花の木一丁目～三丁目 

34．下古山一丁目～三丁目 

37．上台 

40．小金井 

43．箕輪 

46．紫（むらさき） 

49．医大前一丁目～四丁目 

2．成田 

5．下文狹 

8．本吉田 

11．磯部 

14．上吉田 

17．花田 

20．東根 

23．石橋 

26．東前原 

29．大光寺一丁目～二丁目 

32．上古山 

35．文教一丁目～三丁目 

38．細谷 

41．小金井一丁目～六丁目 

44．川中子 

47．柴（しば） 

50．烏ケ森一丁目～二丁目 

3．町田 

6．田中 

9．別当河原 

12．中川島 

15．三王山 

18．下坪山 

21．祇園一丁目～五丁目 

24．上大領 

27．下大領 

30．大松山一丁目 

33．下古山 

36．下長田 

39．橋本 

42．笹原 

45．国分寺 

48．駅東一丁目～七丁目 

 

 

問４ あなたの下野市での居住年数は。＜１つに○＞ 

1．５年未満 

3．10 年以上 20 年未満 

5．30 年以上 

2．５年以上 10 年未満 

4．20 年以上 30 年未満 

 
 

問５ 下野市に住むようになったきっかけは。＜１つに○＞ 

1．生まれたときから住んでいる 

3．就職や転職のため 

5．進学のため 

7．親や親族と同居するため 

9．その他（                

2．結婚したため 

4．転勤のため 

6．住宅を購入したため 

8．入院や通院のため 

） 
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問６ あなたの家族構成について伺います。＜１つに○＞ 

1．単身 

3．祖父母などが同居の 3 世代家族 

2．親と子だけの核家族 

4．その他 

 

問７Ü１ 問６で「2.」～「４.」とお答えの方に伺います。ご家族の人数は何人ですか。 

＜１つに○＞ 

1．2 人  

4．５人 

７．8 人以上 

2．３人 

5．６人 

3．４人 

6．７人 

 

問７Ü２ １８歳～４０歳代以下の方に伺います。お子さんの人数を教えてください。 

1．いない 

4．３人 

2．１人 

5．４人 

3．2 人 

6．5 人以上 

 

問７Ü３ 問 7－２をお答えの方に伺います。理想のお子さんの人数を教えてください。 

1．０人 

4．３人 

2．１人 

5．４人 

3．2 人 

6．５人以上 

 

問８ あなたがお子さんを持つとしたら自治体の取組や周辺の環境に関してどのようなこと

を重視しますか。また、お子さんがいる方はどのようなことを重視していますか。 

＜３つまでに○＞ 

1．出産・育児に関する相談窓口が充実している 

2．保育・幼児教育に関する環境が充実している 

3．子育て世帯への経済的支援 

4．親同士や子どもが交流する場があること 

５．地域が子育てに協力的なこと 

６．職場が子育てに協力的なこと 

７．公園や子どもの遊び場施設が充実している 

8．その他（                                  ） 
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１ 下野市についてお伺いします 
 

問９ あなたは下野市が住みやすいまちだと思いますか。＜１つに○＞ 

1．住みやすい 

3．どちらかといえば住みにくい 

5．どちらともいえない 

2．どちらかといえば住みやすい 

4．住みにくい 

 

（前問で「１．」「２．」と回答された方に伺います。）下野市が住みやすいと思う理由は何ですか。 

＜下欄に自由にお書きください＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（前問で「３．」「４．」と回答された方に伺います。）下野市が住みにくいと思う理由は何ですか。 

＜下欄に自由にお書きください＞ 

 

 

 

 

 

 

 
問 10 あなたは下野市に関わる次の内容について、それぞれどのように思いますか。 

（①～⑫について１から４それぞれ１つに○） 

 そ
う
思
う 

少
し
思
う 

あ
ま
り 

思
わ
な
い 

ま
ᵻ
た
く

思
わ
な
い 

①林や川などの美しい自然環境が豊かである １ ２ ３ ４ 

②地域に活気やにぎわいがある １ ２ ３ ４ 

③自然災害などに対して安全性が高い １ ２ ３ ４ 

④まち並みが美しい １ ２ ３ ４ 

⑤騒音・振動・悪臭などの公害がない １ ２ ３ ４ 

⑥病院・診療所などの医療サービスが充実している １ ２ ３ ４ 

⑦文化財や祭りなどの伝統文化が豊かである １ ２ ３ ４ 

⑧日常の買い物が便利である １ ２ ３ ４ 

⑨電車・バス・道路などの交通が便利である １ ２ ３ ４ 

⑩道路・歩道を安全に利用できる １ ２ ３ ４ 

⑪小学校・中学校・義務教育学校の教育内容や施設

が充実している 
１ ２ ３ ４ 

⑫公園や広場が多い １ ２ ３ ４ 
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問 11Ü１ あなたが思う下野市のオススメのスポット、魅力的なもの、気に入っていること、

他と比べて優れている点などはありますか。またそれぞれ理由があれば、それも記入して

ください。（下欄にいくつでも記入してください） 

オススメのスポット、魅力的なもの、

気に入っていること、他と比べて優

れている点など 

そう思う理由 

 
問 11Ü２ あなたが思う下野市にあったら良いと思うスポット、欲しいもの、やりたいこと

はありますか。またそれぞれ理由があれば、それも記入してください。 

（下欄にいくつでも記入してください） 

あったら良いと思うスポット、欲し

いもの、やりたいこと 
そう思う理由 
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２ 市（行政）の取り組みについてお伺いします 
 

問 12 下野市ではこれまで第二次総合計画（平成 28 年度～）に基づき、各分野の目標を掲

げ様々な施策を進めてきました。以下の項目について、満足度と重要度をお答えください。 
   
目標１ 大切な命を育み、健康で笑顔あふれるまちづくり        目標２ 文化を育み、心豊かな人を育て未来につなぐまちづくり 

目標３ 豊かな自然と人に優しい環境が共生した安全・安心なまちづくり 目標４ 地域資源を活かし、産業・地域が躍進するまちづくり 

目標５ 快適でうるおいのある環境で新たな人の流れをつくるまちづくり 目標６ 市民が主役の市民と行政が協働するまちづくり 

以下の行政施策についての『満足度』と今後の『重要

度』について、あなたのお気持ちに近いものをそれぞ

れ１～５の中から１つずつ選んで番号に○印をつけ

てください。 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

（回答例）○○に関する対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

①健康づくりへの取組 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

②医療体制 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③健康づくり施設の充実 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④子ども・子育て支援 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤高齢者福祉 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥障がい者福祉 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦保険・年金 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑧地域福祉 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

①小中学校の教育 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

②生涯学習を行う機会 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③スポーツ・レクリエーションの機会 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④文化・芸術活動の促進 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤文化遺産の保存と活用 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

①公園・緑地の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

②自然環境の保全 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③消防・防災 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④防犯 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤消費者保護の取組 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥交通安全対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑦公共交通の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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⑧ごみ処理・リサイクル １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑨環境対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑩公害対策 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

①農業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

②商業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③工業の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④観光の振興 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

①市街地整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

②土地利用における秩序の確保 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③まちなみ景観 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④道路整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤上水道の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥下水道の整備 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

①まちづくり活動に参加する機会 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

②男女共同参画の取組 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

③国内交流・国際交流 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

④市の財政運営 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤市役所の窓口サービス １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

問 13 下野市のまちづくり全体への満足度について、最もあなたのお気持ちに近いものはど

れですか。＜１つに○＞ 
 

1．満足 

3．普通 

5．不満 

2．やや満足 

4．やや不満 

 

 

  

以下の行政施策についての『満足度』と今後の『重

要度』について、あなたのお気持ちに近いものをそ

れぞれ１～５の中から１つずつ選んで番号に○印を

つけてください。 

満足度 重要度 

満
足 

や
や
満
足 

普
通 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 
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３ 下野市での普段の「暮らし」についてお伺いします 

 

問 14 あなたは、下野市で生活していて幸せだと感じますか。また、その理由を具体的にお

書きください。＜１つに○＞ 

1、幸せだと感じている ２．幸せだと感じていない 

＜その理由＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜その理由＞ 

 

問 15 あなたが「幸せ」であるために重要だと思うことは何ですか。 

＜３つまでに○＞ 

1．家計の状況（所得・消費） 

3．健康状況 

5．充実した余暇 

7．精神的なゆとり 

9．家族関係 

11．職場の人間関係 

2．就業状況（仕事の有無・安定） 

4．自由な時間 

6．仕事の充実度 

8．趣味、社旗貢献などの生きがい 

10．友人関係 

12．地域コミュ二ティとの関係 

 

問 16 あなたは、過去 1 年間に、自治会、NPO、ボランティア等の活動にどの程度参加し

ていますか。＜１つに○＞ 

1．積極的に参加している 

４．参加したことがない 

2．ときどき参加している 

3．あまり参加したことがない 

前問で「３．」「４．」と回答された方に伺います。その理由は次のうちのどれですか。 

＜１つに○＞ 

1．活動に関心がない 

3．活動がわずらわしい 

5．活動についての情報がない 

7．その他（  

2．活動をするきっかけがない 

4．活動に参加する時間がない 

6．どこに問い合わせればいいかわからない 

） 
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問 17 まちの美化や文化スポーツ活動等市民同士が協力して様々なまちづくりが行われてい

ますが、あなたは下野市で行われているどのような活動に参加したいですか。 

＜３つまでに○＞ 

1．自然を守る活動 

2．市をきれいにする（清掃・あきかん拾いなど）活動 

3．花や木を植える活動 

４．お年寄りや障がいのある人へのボランティア活動 

５．伝統芸能をつたえる活動 

６．昔の遊びを体験する活動 

７．身近な地域でのお祭り 

８．身近な地域での運動会 

９．人権を大切にする活動 

10．国際交流の活動 

11．子ども会活動などの地域の子どもの活動への指導や応援活動 

12．体育スポーツ活動や健康づくりに関する活動 

13．交通安全、防犯・防災、災害救援に関する活動 

14．来訪者への下野市の紹介・案内などのおもてなし活動 

15．その他（                                   ） 

16．特にない 

 

４ 今後のまちづくりに関することについてお伺いします 

 

問 18 あなたは、１０年後の下野市の将来像としてどれが良いと思いますか。 

＜いくつでも○＞ 

１．使いやすい交通網で通勤通学に便利なまち 

２．交通事故・犯罪・公害・災害のない安全・安心なまち 

３．豊かな自然と共生し再生可能エネルギーが普及した環境に優しいまち 

４．多様な文化や価値観、それぞれの生き方を認め合い、誰もが自分らしく輝けるまち 

５．子どもたちの笑顔あふれる子育てしやすいまち 

６．子どもたちの可能性を引き出す教育の充実したまち 

７．様々な企業や店舗が集まることで新しい価値が生まれる活発なまち 

８．農業が盛んで特色ある地場産品など食が豊かなまち 

９．地域資源や歴史遺産を活かし観光客にも魅力あるまち 

１０．多くの病院が集積し、先端技術による治療や質の高いサービスを受けられる医療のまち 

１１．高齢者や障がいを持つ人も安心して暮らせる福祉のまち 

１２．デジタル化が進み便利で快適に暮らせるまち 

１３．音楽・文化イベントやスポーツなどが盛んで自分時間を楽しめるまち 

1４．その他（具体的に                              ） 
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問 19 下野市が「人や企業から選ばれる自治体」となるためには、何が必要でしょうか。 

また、どうすればよいと思いますか。下欄に自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自由意見 

 

最後に下野市について、ご意見・ご要望等があれば何でも結構ですのでご記入下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。 
 

令和６年８月 30 日(金)までに同封の返信用封筒に入れてご投函ください

（切手は不要です） 

 


